
　
文
部
科
学
省
に
提
出
し
て
い

た
新
学
部
「
情
報
理
工
学
部
」

の
届
け
出
書
類
が
受
理
さ
れ
、

二
〇
〇
六
年
四
月
開
設
が
正
式

に
決
ま
っ
た
。�

　
情
報
理
工
学
部
は
、
現
在
あ

る
情
報
科
学
部（
二
〇
〇
五
年

度
で
学
生
募
集
を
停
止
）を
基

礎
に
同
じ
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
設
。
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
、

情
報
知
能
学
科
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
の
三
学
科
を
設
け
る
。�

　
情
報
科
学
部
を
改
組
し
て
情

報
理
工
学
部
を
開
設
す
る
の
は
、

情
報
技
術
社
会
の
加
速
度
的
な

進
展
と
変
化
に
対
応
し
、
さ
ら

に
こ
れ
を
リ
ー
ド
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
の
が
目
的
。こ
の

た
め
情
報
科
学
の
基
礎
分
野�

（
理
学
）

に
加
え
、

応
用
分

野
（
工

学
）
の

技
術
教
育
を
徹
底
さ
せ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
。�

����

　
就
職
の
サ
ポ
ー
ト
、
資
格
取

得
に
も
力
を
入
れ
、
各
学
生
が

四
年
間
で
得
た
知
識
を
社
会
で

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
指

導
す
る
。
卒
業
後
の
進
路
と
し

て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
は

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
情
報

知
能
学
科
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
Ａ
Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
情

報
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
は
Ｃ
Ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

画
像
処
理
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
メ
デ

ィ
ア
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
商
品
開

発
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。�

　
入
学
定
員
は
情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科
百
二
十
人
、
情
報
知
能

学
科
七
十
人
、
情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科
百
人
。�

　
２
面
に
関
連
記
事
を
掲
載�

　
七
月
に
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
世
界
水

泳
選
手
権
の
男
子
二
百
㍍
バ
タ

フ
ラ
イ
で
、
体
育
学
部
体
育
科

学
科
三
年
松
田
丈
志
選
手
が
１

分
55
秒
62
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
。�

　
松
田
選
手
は
男
子
四
百
㍍
自

由
形
と
千
五
百
㍍

自
由
型
に
も
出
場
。

四
百
㍍
自
由
形
は

予
選
で
３
分
47
秒

28
の
日
本
新
記
録

を
樹
立
し
、
決
勝

で
七
位
入
賞
を
果

た
し
た
。�

　
松
田
選
手
は
八
月
五
日
、
豊

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
帰
り
、
高
橋

繁
浩
水
泳
部
長
・
監
督
（
体
育

学
部
助
教
授
）
、
久
世
由
美
子

水
泳
部
コ
ー
チ
と
と
も
に
北
川

薫
体
育
学
部
長
に
銀
メ
ダ
ル
獲

得
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
地
元

報
道
機
関
の
記
者
会
見
に
出
席

し
、
「
昨
年
の
ア
テ
ネ
五
輪
で

は
（
メ
ダ
ル
が
獲
れ
ず
）
悔
し

い
思
い
を
し
た
。
練
習
を
積
ん

で
さ
ら
に
上
位
（
金
メ
ダ
ル
）

を
目
指
し
た
い
」
と
二
〇
〇
八

年
北
京
五
輪
へ
の
強
い
決
意
を

語
っ
た
。�

（
14
面
に
関
連
記
事
を
掲
載
）�

銀メダル獲得を北川体育学部長（右端）に報告した松田選手（右から
２人目）と、左へ久世水泳部コーチ、高橋水泳部長�

情報技術社会�
最先端を担う�
情報技術社会�
最先端を担う�情報理工学部�情報理工学部�

来
年
　
月
、待
望
の
開
設�

4

正
　
式�

決
　
定�

豊
田
、　
学
科
　
人�

3

290
世
界
選
手
権
二
百
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ�

松
田
丈
志
選
　

　
手（
　
）が 

銀�

体 

育�

３�

各
種
資
格
取

得
に
も
全
力�

情報理工学部のロゴ�

●
情
報
理
工
学
部
開
設
決
ま
る
／
松
田
丈

　
志
選
手
が
世
界
選
手
権
銀
メ
ダ
ル�

●
情
報
理
工
学
部
の
学
問
領
域
・
特
徴
・

　
輿
水
大
和
学
部
長
予
定
者
抱
負�

●
国
際
英
語
学
研
究
科
修
士
課
程
新
設
／

　
私
の
教
育（
原
國
人
教
授
）
／
博
士
学
位

●
全
学
開
放
科
目
導
入
／
科
学
研
究
費�

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ぎ
わ
う�

●
交
換
留
学
生
／
短
期
語
学
研
修�

●
公
務
員
試
験
合
格
者
手
記�

●
●
愛
・
地
球
博
で
学
生
、
教
員
が
活
躍�

●
●
街
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
／
文

　
化
会
講
演
会
／
球
技
大
会
／
リ
ー
ダ
ー

　
ズ
キ
ャ
ン
プ
／
エ
コ
・
ウ
イ
ー
ク�

●
●
公
開
講
座
（
石
井
裕
、
篠
田
正
浩
、

　
石
毛
直
道
さ
ん
）
／
教
育
後
援
会
・
同

　
窓
会
決
算
／
美
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

●
木
村
真
野
・
紗
野
さ
ん
姉
妹
活
躍
／
松

　
村
亜
矢
子
選
手
が
銀
／
陶
製
地
球
儀�

●
三
重
中
京
大
学
ニ
ュ
ー
ス�

●
五
・
六
号
館
改
築
／
ア
レ
ー
ナ
２
１
１�

1234 5

56789 10

12

911

13
141516
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二
〇
〇
六
年
四
月
に
豊
田
キ

ャ
ン
パ
ス
に
開
設
す
る
情
報
理

工
学
部
は
、
情
報
に
関
す
る
理

学
の
基
礎
と
工
学
の
幅
広
い
知

識
で
情
報
技
術
社
会
に
対
応
し
、

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。�

　
学
科
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
工

学
科
、
情
報
知
能
学
科
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
工
学
科
の
三
学
科
を

設
け
る
。�

　
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
は
も

の
づ
く
り
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
構
築
な
ど
に
情
報
技

術
を
応
用
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア

ら
を
、
情
報
知
能
学
科
は
人
工

知
能
分
野
に
関
わ
る
技
術
開
発

に
携
わ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
ら
を
、

ま
た
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科

は
情
報
応
用
技
術
力
を
備
え
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ

デ
ィ
ア
技
術
者
ら

を
そ
れ
ぞ
れ
育
成

し
て
情
報
技
術
社
会
の
要
請
に

応
え
る
。�

　
情
報
技
術
社
会
の
進
展
の
早

さ
と
拡
が
り
は
、
私
た
ち
の
予

想
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
さ
ら
に
そ
の
ス
ピ

ー
ド
を
増
し
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。�

　
も
の
づ
く
り
の
現
場
で
も
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
で
も
、
こ
の
現

象
は
同
じ
で
す
。
既
に
、
あ
ら

ゆ
る
産
業
の
中
心
に
い
る
の
は

情
報
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
い
っ
て
も

い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。�

　
情
報
理
工
学

部
は
、
加
速
度

的
に
進
展
す
る

情
報
技
術
社
会
の
中
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
開

設
し
ま
す
。
情
報
理
工
学
の
基

礎（
理
学
）
と
応
用（
工
学
）
を

有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
型
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
み
、
し
っ
か
り
と
し

た
基
礎
知
識
と
社
会
で
通
用
し

リ
ー
ド
で
き
る
技
術
力
を
備
え

た
人
材
を
育
て
ま
す
。�

情報知能学科� 情報システム工学科�

応用分野�
（工学領域）�

基礎分野�
（理学領域）�

情報メディア工学科�

情報理工学�

ロボット工学�

人工知能�
ヒューマン�

インターフェイス�

メディア工学�

ネットワーク�
システム�

物理学�

確率統計�

認知科学�

幾何学�

バーチャル�
リアリティ�

プログラミング�

知能システム�

シミュレーション�
工学�

認知システム�

自然言語処理�

メディアアート� CAD/CAM/CAE

情報科学�

離散数学�

代数学�

解析学�

数理論理学�

ソフトウエア�
工学�

コンピュータ�
アーキテクチャ�

映　像�

造　形�音　響�

コミュニ�
ケーション�

ネット�
ワーク�

ソフト�
ウェア�

ハード�
ウェア�

知　能�

思　考�

オペレーティング�
システム�

情報理工学部の学問領域と卒業後の進路�

より 詳 し い 説 明 �
ホ ー ム ペ ー ジ で�

http://www.chukyo-u.ac.jp

システムエンジニア●� ●システムエンジニア�

●ＣＧエンジニア� ●メディアクリエーター�

●商品開発プランナー�

●ＣＡＤエンジニア�

●画像処理エンジニア�

●大学院進学�

●ソフトウェアエンジニア�

●ネットワークエンジニア�

●データベースエンジニア�

●システム管理者�

●ロボットエンジニア�

●大学院進学�

知能ロボットエンジニア●�

AIエンジニア●�

ｅ-ラーニング設計者●�

情報デザイナー●�

インターフェイスデザイナー●�

ＷＥＢデザイナー●�

大学院進学●�

情報理工学部�

卒
業
後
、幅
広
い
職
域�

学部長予定者�

輿水  大和�
現・情報科学部長�

情報理工学部のロゴ�
　情報化社会の地平を切り拓くS字
のラインは、情報理工学部（SIST）の
無限の上昇と深化を表現し、SISTが
バランスのとれた先進的教育・研究
拠点であることを表現しています。�
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本
学
は
九
月
二
十
日
、
左
記

の
三
人
に
博
士
学
位
を
授
与
し

た
。（
経
歴
欄
は
順
に
現
職
・
年

齢
、
最
終
学
歴
、
学
位
論
文
タ

イ
ト
ル
）�

◆
論
文
博
士�

博
士
（
経
済
学
）�

梅
村
　
清
英
さ
ん�

本
学
経
済
学
部
助
教
授
・
学
園

理
事
。
36
歳
▽
本
学
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
▽
国
際
貿
易
の

理
論
と
開
発
政
策�

◆
課
程
博
士�

博
士
（
経
営
学
）�

浅
野
　
和
也
さ
ん�

31
歳
▽
本
学
経
営
学
研
究
科
博

士
課
程
▽
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
と

労
働
時
間�

博
士
（
体
育
学
）�

尹
　
小
倹
さ
ん�

40
歳
▽
本
学
体
育
学
研
究
科
博

士
課
程
▽
中
国
に
お
け
る
大
学

生
の
体
格�

元
体
育
学
部
教
授�

下
村
　
満
年
さ
ん�

（
し
も
む
ら
・
み
つ
と
し
）�

　
６
月
27
日
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

79
歳
。
59
〜
92
年
在
職
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
。�

　
本
学
は
〇
六
年
四
月
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
本
学
十
二
番

目
の
研
究
科
「
国
際
英
語
学
研

究
科
修
士
課
程
」
を
開
設
す
る
。

七
月
二
十
一
日
、
文
部
科
学
省

に
届
出
書
類
を
提
出
し
た
。�

　
国
際
英
語
学
研
究
科
は
、
〇

二
年
に
文
学
部
英
文
学
科
を
改

組
し
て
設
置
し
た
国
際
英
語
学

部
を
母
体
に
開
設
。
現
在
の
文

学
研
究
科
英
文
学
専
攻
に
代
わ

る
研
究
科
と
な
る
。
国
際
英
語

学
専
攻
と
英
米
文
化
学
専
攻
の

二
専
攻
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
国

際
英
語
学
部
の
国
際
英
語
学
科

と
英
米
文
化
学
科
の
専
門
領
域

を
発
展
、
高
度
化
さ
せ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
。�

　
国
際
英
語
学
専
攻
で
は
、
国

や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
英
語

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
異
文
化
に
対
す
る
柔
軟

な
理
解
力
を
備
え
た
人
材
を
育

成
す
る
。�

　
英
米
文
化
学
専
攻
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
と

も
に
、
英
語
圏
の
地
域
、
表
象
、

言
語
文
化
な
ど
に
関
わ
る
知
識

と
素
養
を
備
え
た
人
材
を
育
成

す
る
。
　�

　
入
学
定
員
は
国
際
英
語
学
専

攻
五
人
、
英
米
文
化
学
専
攻
三

人
。�

　
本
学
は
〇
六
年
四
月
、
情
報

科
学
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
科
学
専

攻
に
博
士
後
期
課
程
を
増
設
す

る
。
七
月
二
十
一
日
、
文
部
科

学
省
に
届
出
書
類
を
出
し
た
。�

　
メ
デ
ィ
ア
科
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
は
、
〇
四
年
に
設
置
し

た
同
専
攻
修
士
課
程
が
完
成
す

る
た
め
開
設
。
メ
デ
ィ
ア
に
関

連
す
る
領
域
（
シ
ス
テ
ム
・
映

像
・
ア
ー
ト
・
交
流
分
野
）
の

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
両
面
に
渡
る
情
報
基
盤
技
術

や
革
新
的
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
の
生
成
に
必
要
な
高
度
で

専
門
的
な
知
識
を
備
え
た
研
究

者
、
技
術
者
を
育
成
す
る
。�

　
情
報
科
学
研
究
科
の
博
士
後

期
課
程
は
、
情
報
認
知
科
学
専

攻
と
合
わ
せ
二
専
攻
に
な
る
。

入
学
定
員
は
二
人
。�

　
東
京
都
世
田
谷
区
は
区
内
の

小
・
中
学
校
で
、
新
し
い
教
科

『
日
本
語
』
を
平
成
十
八
年
度

か
ら
設
置
す
る
。
学
校
の
教
育

課
程
は
、
大
綱
を
学
習
指
導
要

領
で
定
め
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の

教
科
を
設
置
す
る
こ
と
は
基
本

的
に
出
来
な
い
。
世
田
谷
区
は
、

従
来
か
ら
言
葉
を
大
切
に
す
る

教
育
「
美
し
い
日
本
語
を
世
田

谷
の
学
校
か
ら
」
を
区
内
の
全

学
校
で
実
践
し
て
き
た
。
そ
の

教
育
実
践
を
定
着
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
第
六
次
構
造
改
革

特
区
の
認
定
を
受
け
て
の
取
り

組
み
で
あ
る
。�

　
こ
の
新
し
い
教
科
『
日
本
語
』

の
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

を
検
討
し
、
試
行
し
、
実
践
す

る
た
め
に
「
世
田
谷
『
日
本
語
』

教
育
特
区
検
討
委
員
会
」が
北

原
保
雄
氏（
元
筑
波
大
学
学
長
）

を
委
員
長
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

私
も
委
員
と
し
て
、
教
科
『
日

本
語
』
の
創
造
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容

は
、
古
典
を
重
視
し
た
も
の
に

な
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
し
て

い
る
。�

　
人
文
系
の
学
問
や
文
学
に
か

か
わ
る
営
み
の
衰
微
が
訴
え
ら

れ
、
文
学
部
も
根
底
か
ら
揺
さ

ぶ
ら
れ
て
い
る
。
文
学
離
れ
に
、

ど
う
歯
止
め
を
か
け
る
か
。
文

学
作
品
が
人
の
在
り
方
生
き
方

に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
以

上
、
こ
う
し
た
教
科
の
創
造
が

必
要
と
な
る
。
小
学
校
・
中
学

校
の
現
場
か
ら
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
、
現
状
を
打
破
す

る
こ
と
は
難
し
い
。�

　
情
報
科
学
部
の
藤
原
孝
幸
助

手
は
九
月
六
日
、
電
気
学
会
の

研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。�

　
受
賞
テ
ー
マ
は
「
人
が
視
る

よ
う
に
顔
を
視
る
マ
シ
ン
ビ
ジ

ョ
ン
―
３
Ｄ
似
顔
絵
フ
ィ
ギ
ュ

ア
製
作
―
」
。
同
学
部
の
輿
水

大
和
研
究
室
と
三
洋
電
機
が
産

学
連
携
で
進
め
て
い
る
研
究
に

関
連
、
人
が
人
の
顔
を
見
る
と

き
の
感
性
情
報
を
分
析
し
て
似

顔
絵
作
成
の
新
し
い
誇
張
処
理

法
を
提
案
し
た
。�

　
藤
原
助
手
は
情
報
科
学
部
、

大
学
院
情
報
科
学
研

究
科
博
士
課
程
出
身
、

〇
三
年
助
手
。�

東京・世田谷の教育特区検討委員に選ばれ、
教科『日本語』の新設に携わる原教授�

原　國人�

文学部／言語�
表現学科教授�

藤原助手�

国際英語学研究科�
修士課程を開設�

大
学
院
教
育
さ
ら
に
充
実�

国
際
英
語
学�

英
米
文
化
学�

来
年
４
月
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス�

豊
田�

情
報
科
学
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
専
　
　
攻

に�

博
士
課
程
を
増
設�

藤原孝幸情報科学
助　　手に�

電気学会奨励賞�
人が視るように顔を�
視るマシンビジョン�

梅
村
清
英

助
教
授
ら�

博
士
に
　
人�

3訃
　
　
報�

２専攻�
を置く�
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人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然

科
学
の
分
野
に
わ
た
り
、
研
究

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
応
募

し
て
獲
得
す
る
公
的
研
究
費
、

科
学
研
究
費
補
助
金（
科
研
費
）

の
二
〇
〇
五
年
度
配
分
状
況
が

発
表
さ
れ
、
本
学
か
ら
新
規
十

九
件
（
別
表
）
、
継
続
二
十
七

件
の
計
四
十
六
件
が
採
択
さ
れ

た
。
昨
年
よ
り
新
規
六
件
、
継

続
で
八
件
多
い
。�

　
科
研
費
は
、
文
部
科
学
省
ま

た
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術

振
興
会
が
審
査
し
、
政
府
の
競

争
的
研
究
資
金
と
し
て
交
付
さ

れ
る
。�

　
成
定
康
平
・
元
文
学
部
心
理

学
科
教
授（
二
〇
〇
〇
年
定
年

退
職
）は
六
月
六
日
、
光
害
（
ひ

か
り
が
い
）
防
止
に
関
連
し
て
、

環
境
保
全
功
労
者
と
し
て
環
境

大
臣
表
彰
を
受
け
た
。�

　
成
定
元
教
授
は
道
路
や
ト
ン

ネ
ル
の
照
明
、
光
害
防
止
研
究

の
第
一
人
者
。�

　
近
著
に
、
光
害
対
策
の
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
を
解
説
し
、
オ

ラ
ン
ダ
の
出
版
社
・
ス
プ
リ
ン

ガ
ー
社
か
ら
出
版
し
た
大
冊

「Light
Pollution

H
and- 

book

（
光
害
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）」

（
オ
ラ
ン
ダ
の
研
究
者
と
共
著
）

が
あ
る
。�

　
小
林
達
也
名
誉
教
授（
元
社

会
学
部
教
授
・
二
〇
〇
〇
年
定

年
退
職
）
は
エ
ッ
セ
イ
集
「
文

明
随
想 

継
承
と
移
転
―
日
本

の
底
力
を
読
む
」
（
九
月
一
日
・

思
文
閣
出
版
・
本
体
二
、
五
〇

〇
円
）
を
出
し
た
。�

　
技
術
史
の
国
際
会
議
で
最
近

二
十
年
間
に
報
告
し
た
「
日
本

の
技
術
移
転
の
実
例
」
を
ま
と

め
た
個
人
史
的
研
究
論
集
と
も

な
っ
て
い
る
。�

　
本
学
は
、
各
学
部
が
開
講
し

て
い
る
専
門
教
育
科
目
（
学
部

固
有
科
目
）
の
一
部
を
他
学
部

の
学
生
も
履
修
で
き
る
よ
う
に

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
正
、
全
学

開
放
科
目
と
し
て
二
〇
〇
六
年

四
月
か
ら
全
学
部
で
実
施
す
る
。�

　
こ
の
制
度
は
、
「
就
職
活
動

に
必
要
な
科
目
や
資
格
試
験
の

学
習
に
必
要
な
科
目
な
ど
、
他

学
部
で
開
講
し
て
い
る
専
門
科

目
を
学
び
た
い
」
と
い
う
学
生

た
ち
の
要
望
に
応
え
、
導
入
す

る
。
国
際
英
語
学
部
の
学
生
が

経
営
学
部
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
論
を
受
け
る
こ
と
で

欧
米
の
伝
統
や
歴
史
を
学
べ
る

な
ど
、
在
籍
し
て
い
る
学
部
の

専
門
教
育
へ
の
相
乗
効
果
も
期

待
で
き
る
。�

　
全
学
開
放
科
目
は
、
文
学
部

の
実
用
文
章
や
心
理
学
部
の
臨

床
心
理
学
概
論
、
社
会
学
部
の

市
民
福
祉
論
、
総
合
政
策
学
部

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
体

育
学
部
の
学
校
保
健
な
ど
、
二

百
科
目
以
上
。

文
系
・
理

系
合
わ
せ

て
十
一
学

部
あ
る
総
合
大
学
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
幅
広
い
分

野
の
専
門
領
域
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
　�

　
修
得
し
た
科
目
は
通
常
の
科

目
と
同
様
に
、
卒
業
単
位
（
上

限
四
単
位
）
と
し
て
認
め
ら
れ
、

超
え
た
分
に
つ
い
て
は
自
由
単

位
と
な
る
。�

名前�

情報科学部教授�
筧　　一彦�

生命システム工学部講師�
加納　政芳�

生命システム工学部助手�
宮阪　健夫�

情報科学部講師�
青木　公也�

体育学研究科助手�
神事　　努�

経済学部講師�
小林　照義�

総合政策学部講師�
坂田　隆文�

情報科学部教授�
筧　　一彦�

経済学部教授�
山田　光男�

体育学部教授�

桜井　伸二�

体育学部教授�

梅村　義久�

心理学部助教授�

小島　康生�

体育学部教授�
松本　孝朗�

研究内容� 交付金額�
（単位：千円）�

2,200

2,500

知覚にもとづく感情音声特徴空間の表現�

冬季貯食動物「ナキウサギ」を用いた摂食・貯
食調節機構の解明�

表情と音声によるコミュニケーションロボット
の感情表出に関する研究�

複数カメラとプロジェクタを用いた人体３次元
運動および形状計測システムの開発�

人間との共存を考慮したロボットビジョンシス
テムの構築�

トレーニング効果を向上させるピッチングマシ
ン開発のための基礎的研究�

ターゲティング・レジームに基づく頑健な金融
政策の探求�

小売業態の相対性に関する理論的実証的研究�

子育ち・子育てと物理的・社会的環境との関連
に関する発達心理学的研究�

非言語的視覚課題を中心とした斬新的文処理
過程の言語間比較検討�

投球動作における上肢帯の動きから発育期の
野球投手の障害の原因を探る�

メカニカルストレスが脳卒中易発症高血圧自
然発症ラットの骨代謝と寿命に及ぼす影響�

情報科学部教授�

宮田　義郎�

社会学部助教授�

西山　哲郎�

ネットとリフレクションが支える、文化の枠を
超えた創造的な学びの場�

フィットネス・クラブにおけるジェンダー・アイ
デンティティ構築様式の変容について�

国際英語学部教授�

吉川　　寛�

経済学部教授�

大住　康之�

日本人英語が国際的に適用する要素は何か�
―国際英語と異文化理解の観点から―�

技術、雇用及び分配に関する中期マクロ経済
学研究�

生命システム工学部講師�

石原　彰人�

非血縁親子が育む家族機能と子どもの親理解・
自己理解�

マルチマイクロプローブ電極による網膜電位
図の局所空間分布特性の解析�

産業連関表を活用した地球環境分析による日
中韓の相互依存に関する理論的・実証的研究�

萌芽�
研究�

若手�
研究Ｂ�

基盤�
研究Ｂ�

基盤�
研究Ｃ�

2,200

2,200

2,800

800

800

1,200

1,000

7,400

4,100

800

1,200

1,300

1,800

1,600

600

1,200

1,900

研究�
種目�

2005年度  科学研究費補助金 新規対象者�

心理学部教授�

古澤　　雄�

全�

学�

開�

放�

科�

目�

を
導
入�

他
学
部
生
の
履
修
Ｏ
Ｋ�

単
位
認
定
、就
職
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も�

科
学
研
究
費
補
助
金�

幅
広
く
専
門
科
　
　
目�

以
　
　
上�

200

　
件
増
の
　
件�

14

46

来年度から�

成
定
康
平
・
元
教
授
が
環
境�

保
全
功
労
で
大
臣
表
彰�

小
林
達
也
名
　
　
誉

教
授

エ
ッ
セ
イ
集
出
版�
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大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
高
校
生
ら
に

開
放
し
、
模
擬
講
義
や
学
部
の
概
要
説

明
、
担
当
教
職
員
に
よ
る
相
談
、
施
設

の
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
う
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
が
七
月
二
十
三
・
二
十
四

日
に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
九
月
二

十
五
日
に
は
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。�

　
十
八
歳
人
口
が
減
少
す
る
中
、
前
年

を
千
三
百
三
十
九
人
上
回
る
五
千
九
百

七
十
八
人
（
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
四
千

七
百
七
十
九
人
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
千

百
九
十
九
人
）
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。�

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
今
回
初

め
て
二
日
間
と
も
全
十
一
学
部
を
対

象
に
実
施
し
た
た
め
、
豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
社
会
・
生

命
シ
ス
テ
ム
工
・
体
育
・
情
報
理
工

（
来
年
四
月
開
設
）
学
部
を
希
望
す

る
高
校
生
ら
も
多
数
参
加
し
た
。�

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
部
の

説
明
会
や
担
当
教
職
員
に
よ
る
面
談

を
、
今
年
四
月
に
完
成
し
た
ば
か
り

の
教
育
複
合
棟
で
実
施
。
広
々
と
し

た
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
や
吹
き
抜
け
の
ア

ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間

に
、
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
感
嘆
の

声
が
あ
が
っ
て
い
た
。�

　
入
試
に
関
す
る
詳
細
は
、
入

試
要
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
京
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
＝
　
０
５
２
―

８
３
５
―
７
１
７
３（
直
）へ
。�

2006年度  入学試験日程（学部）�

一　般�

特Ⅰ�

特Ⅲ�

スポーツ�

推薦入試�

11月1日（火）～11月10日（木）�
11月1日（火）～11月12日（土）�

10月24日（月）～11月2日（水）�

10月24日（月）～11月5日（土）�
10月24日（月）～11月2日（水）�
10月24日（月）～11月2日（水）�

試験区分� 実施学部�

全学部（体育以外）�

国際英語・総合政策・経済・経営�

文・社会・法・情報理工�
生命システム工�

体育�

経済・経営�

総合政策・経済・経営・生命システム工�

出願期間�

郵送（消印有効）�

11月11日（金）�
11月14日（月）�

11月4日（金）�

11月7日（月）�
11月4日（金）�
11月4日（金）�

窓口受付日�

体育�

試験日�

11月23日（祝）�

11月13日（日）�

12月3日（土）�

11月23日（祝）�

11月13日（日）�
11月13日（日）�

実施せず�

12月4日（日）�

Web出願�

前期日程�

後期日程�

一般入試�

全学部�
Ａ・Ｂ・Ｄ方式�

全学部　M方式�
※体育（体育科学科）は除く�

体育（体育科学科）Ｅ方式 

全学部�

全学部　センタープラス方式�

1月6日（金）～1月19日（木）�

1月6日（金）～1月26日（木）�

2月17日（金）～2月27日（月）�

2月1日（水）�
2月2日（木）�
2月3日（金）�
2月4日（土）�

2月9日（木）�

3月7日（火）�

1月20日（金）�
・21日（土）�

1月27日（金）�
・28日（土）�

2月8日（水）�

2月28日（火）�
・3月1日（水）�

1月6日（金）～1月19日（木）� 1月20日（金）�
・21日（土）�

1月6日（金）�
～21日（土）�

1月6日（金）�
～28日（土）�

2月17日（金）�
～3月1日（水）�

実施せず�

３教科型�

４・５教科型�

後期日程�
３・５教科型�

センター試験�
利用入試�

1月6日（金）～1月19日（木）�

1月23日（月）～2月4日（土）�

2月17日（金）～3月9日（木）�

全学部� 個別試験は�
課さない�

1月20日（金）�
・21日（土）�

2月6日（月）�

3月10日（金）�
・11日（土）�

1月6日（金）�
～21日（土）�

1月23日（月）�
～2月6日（月）�

2月17日（金）�
～3月11日（土）�

前
期
日
程�

※特Ⅰは一芸一能推薦、特Ⅲは専門高校特別推薦で、特Ⅱ（指定校推薦）については記載しておりませんので入試要項を参照してください。�
※窓口受付の場所・時間、Ｗｅｂ出願の締切時刻については、入試要項を参照してください。�

高校生らで賑わった受付会場のガレリア
（名古屋キャンパス・センタービル）�

　　　大教室も満席になった体育学部の学部説明会�
　　　　　　　　　　　　　（豊田キャンパス・４１１教室）�

高校生、父母ら�
　　に約6千人�名古屋�
豊　田�

前
年
を
千
三
百
人
上
回
る�

入
学
試
験
日
迫
る�

間
も
な
く
願
書
受
付�

模
擬
講
義
や
学
部
の
概
要
説
明�

新
設
の
施
設
も
つ
ぶ
さ
に
見
学�

情
報
理
工
学
　

　
部（
　
）
希
望
者
も�
新設�
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国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
海
外
か

ら
の
交
換
留
学
生
を
学
習
面
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
本
学
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、

支
援
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

本
年
度
は
、
国
際
英
語
学
部
の

学
生
で
「
日
本
語
教
授
法
」
を

履
修
し
て
い
る
九
人
が
参
加
し
、

授
業
の
空
き
時
間
を
利
用
し
て
、

同
セ
ン
タ
ー
談
話
室
で
活
動
し

て
い
る
。�

　
学
生
た
ち
が
留
学
生
に
行
う

支
援
は
、
①
授
業
で
理
解
で
き

な
か
っ
た
日
本
語
の
説
明
や
内

容
の
補
足
②
日
本
語
検
定
試
験

の
受
験
対
策
③
日
本
映
画
を
題

材
に
し
た
日
本
文
化
の
紹
介
、

の
三
つ
。�

　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
支
援
す

る
学
生
に
と
っ
て
も
、「
日
本
語

教
授
法
」
の
演
習
や
外
国
語
の

勉
強
に
な
る
と
話
し
て
い
る
。�

●
世
界
最
年
少
の
イ
リ
ュ
ー
ジ

ョ
ニ
ス
ト
『
山
上
兄
弟
』
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
11
／
３
）�

●
観
察
力
と
洞
察
力
が
勝
敗
を

決
す
る
『
こ
れ
で
君
も
名
探
偵

!?
』（
11
／
３
・
４
）�

●
以
心
伝
心
、
強
い
絆
。
ゲ
ー

ム
で
争
う
親
子
対
抗
戦
『
フ
ァ

ミ
コ
ン
』
（
11
／
５
）�

������

●
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
の
世

界
を
雅
楽
・
木
管
な
ど
で
表
現

す
る
『
音
楽
祭
』
（
11
／
３
）�

●
竹
と
ん
ぼ
・
万
華
鏡
・
凧
な

ど
、
作
っ
て
遊
ん
で
楽
し
も
う
。

『
八
事
昭
和
村
』
（
11
／
５
）�

●
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
感
動
の
渦
。

大
学
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

『
宵
祭
』
（
11
／
５
）�

　
本
学
か
ら
海
外
の
大
学
へ
派

遣
す
る
二
〇
〇
五
年
度
交
換
留

学
生
十
七
人
（
国
際
英
語
学
部

十
六
人
、
体
育
学
部
一
人
）
が

八
月
、
米
国
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
（
国
際
的
な
学
生

交
換
留
学
推
進
機
関
）
加
盟
校

へ
と
出
発
し
た
。
学
生
た
ち
は

二
〇
〇
六
年
五
月
ま
で
の
十
カ

月
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
観

光
学
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学

な
ど
、
専
門
的
に
学
び
た
い
分

野
を
中
心
に
履
修
す
る
。�

　
本
年
度
交
換
留
学
生（
派
遣
）

の
総
数
は
、
二
月
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
個
別
協
定
校
に
留
学

し
た
三
人
（
国
際
英
語
学
部
）

を
合
わ
せ
二
十
人
。
昨
年
度
よ

り
九
人
多
く
、
交
換
留
学
制
度

を
開
始
し
た
一
九
八
六
年
以
降

最
多
と
な
っ
た
。�

　
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
留

学
を
目
指
す
本
学
の
学
生
と
、

本
学
で
学
ん
で
い
る
外
国
人
留

学
生
が
お
互
い
の
言
語
や
文
化

を
勉
強
で
き
る
よ
う
、
セ
ン
タ

ー
内
に
談
話
室
を
設
け
て
い
る
。

最
近
で
は
多
く
の
学
生
が
集
ま

り
、
空
き
時
間
を
利
用
し
た
自

然
発
生
的
な
勉
強
の
場
が
英
語

力
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
」
と
分

析
し
て
い
る
。�

　
一
方
、
本
学
が
今
年
度
、
海

外
の
大
学
か
ら
受
け
入
れ
た
交

換
留
学
生
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
加
盟

校
か
ら
九
人（
米

国
七
人
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
二
人
）、

本
学
の
個
別
協

定
校
か
ら
五
人

（
米
国
一
人
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
一
人
、
韓
国

三
人
）
の
計
十

四
人
。
四
月
か

ら
日
本
語
や
、

母
国
で
も
専
攻

し
て
い
る
専
門

科
目
を
中
心
に
学
び
、
十
二
月

に
帰
国
す
る
。�

　
国
際
セ
ン
タ
ー
が
夏
期
休
暇

に
実
施
し
た
短
期
語
学
研
修
（
七

月
三
十
一
日
―

八
月
二
十
二
日
）

に
、
八
学
部
か

ら
二
十
人
の
学

生
が
参
加
、
ハ

ワ
イ
・
ヒ
ロ
市

の
ハ
ワ
イ
大
学

ヒ
ロ
校
で
語
学

と
異
文
化
を
学

ん
だ
。�

　
学
生
た
ち
は
、

午
前
は
大
学
内

の
教
室
で
ハ
ワ

イ
の
生
活
や
文
化
を
題
材
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ッ
ス

ン
。
午
後
は
午
前
の
内
容
に
関

連
し
た
施
設
を
見
学
し
な
が
ら
、

英
語
を
通
し
て
生
活
や
文
化
に

触
れ
た
。
ヒ
ロ
市
の
小
学
校
を

見
学
し
た
時
は
、
学
生
た
ち
が

講
師
と
な
っ
て
折
り
紙
な
ど
の

日
本
文
化
を
紹
介
。
子
供
た
ち

に
『
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
』

の
ル
ー
ル
を
教
え
、
一
緒
に
遊

ん
だ
り
も
し
た
。�

　
学
生
た
ち
は
短
期
語
学
研
修

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
帰
国
後
、

英
語
の
学
習
や
国
際
社
会
の
研

究
な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。�

ヒロ市の小学校で子供たちと触れ合う
鈴木希依さん（商４）�

㊤㊦とも昨年の大学祭から�

実
り
あ
る
留
学
に
な
る
よ
う
、

気
持
ち
を
引
き
締
め
る
交
換

留
学
生（
派
遣
と
受
け
入
れ
）

た
ち
＝
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス・ガ

レ
リ
ア
で
記
念
撮
影�

派
遣 

最
多
の
　
人�

20

受
け
入
れ
は�

ハ
ワ
イ
大
学
で
語
学
研
修�

小
学
生
と
の
交
流
も�

　
ヵ
国
　
人�

4

14

国際英語学部の9人�

日
本
語
授
業
を
補
足�

８
学
部�

の
20
人�

前
夜
祭�

　
月
　
日 

■�

11

水�

2

本
　
祭�

　
月
　
日 

■�

11

祝�

3

　
〜
　
日 

■�土�

5

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス�

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス�

『
絆
』�

テ
ー
マ�

『
誇
』（ほ
こ
り
）�

テ
ー
マ�

〜
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に�

　
ｗａ
に
な
ろ
う
〜�
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二
〇
〇
五
年
度
国
家
Ⅱ
種
・

国
税
・
地
方
上
級
公
務
員
採
用

試
験
の
現
役
合
格
者（
十
三
人
）

の
内
訳
は
、
国
家
公
務
員
Ⅱ
種

五
人
、
国
税
専
門
官
二
人
、
地

方
上
級
公
務
員
六
人
。�

　
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
に
は
既
卒

八
人
も
合
格
、
現
役
と
合
わ
せ

十
三
人
が
目
標
を
達
成
し
た
。

国
税
専
門
官
と
地
方
上
級
の
既

卒
合
格
者
数
は
未
集
計
。�

　
地
方
上
級
の
現
役
合
格
者
は

昨
年
の
二
人
か
ら
六
人
に
三
倍

増
。
合
格
先
は
、
愛
知
県
四
人
、

岐
阜
県
一
人
、
静
岡
県
一
人
。�

　
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
と
し
て
公

務
員
対
策
講
座
を
開
講
し
て
い

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
「
公

務
員
を
目
指
す
学
生
は
ぜ
ひ
受

講
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。�

　
公
務
員
採
用
試
験
の
結
果
が
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
。
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
、
国
税
専
門
官
、
地
方
上

級
公
務
員
採
用
試
験
に
は
、
今
年
も
現
役
学
生
十
三
人
が
合
格
し
た
。
合
格
者
全
体
数
の
縮
小

な
ど
も
あ
っ
て
昨
年
（
十
五
人
）
よ
り
二
人
少
な
い
が
、
合
格
し
た
現
役
学
生
た
ち
は
学
内
の

公
務
員
対
策
講
座
を
受
講
し
、
目
標
を
決
め
て
頑
張
っ
て
き
た
学
生
ば
か
り
だ
。�

　
公
務
員
を
目
指
す
後
輩
た
ち
の
た
め
、
合
格
し
た
学
生
三
人
に
、
勉
強
に
臨
む
心
構
え
や
計

画
を
立
て
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
中
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
綴
っ
て
も
ら
っ
た
。�

　
高
校
時
代
は
硬
式
野
球
部
に

所
属
し
、
野
球
中
心
の
生
活
だ

っ
た
た
め
、
勉
強
す
る
こ
と
に

慣
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
ず
は

椅
子
に
長
時
間
座
る
こ
と
か
ら

始
め
た
。
二
年
生
に
な
っ
て
か

ら
は
毎
日
決
め
た
勉
強
を
欠
か

さ
ず
に
行
っ
た
。�

　
自
分
の
性
格
に
合
っ
た
計
画

を
こ
ま
め
に
立
て
る
こ
と
、
息

抜
き
の
時
間
も
設
け
て
、
ゆ
と

り
の
あ
る
計
画
を
設
定
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
そ
し
て
周

り
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

き
ち
ん
と
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。�

　
私
の
息
抜
き
は
、
週
に
一
回
、

中
学
生
の
野
球
チ
ー
ム
の
コ
ー

チ
を
す
る
こ
と
だ
。
ス
ト
レ
ス

発
散
に
も
な
る
し
、
何
よ
り
も

子
供
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら

え
た
。
お
陰
で
勉
強
を
苦
痛
と

思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。�

　
長
丁
場
に
な
る
の
で
、
後
輩

の
み
な
さ
ん
も
、
楽
し
く
前
向

き
に
勉
強
し
て
欲
し
い
。�

　
初
め
は
不
安
の
大
き
か
っ
た

就
職
活
動
も
、
環
境
に
恵
ま
れ

た
お
か
げ
で
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
た
。
公
務
員
対
策
講
座
を

受
講
し
、
公
務
員
を
目
指
す
友

人
た
ち
と
お
互
い
に
励
ま
し
合

っ
た
。
情
報
交
換
で
き
た
こ
と

も
大
変
心
強
か
っ
た
。�

　
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考

に
し
て
、
そ
の
日
に
勉
強
し
た

内
容
と
時
間
を
手
帳
に
書
き
留

め
る
こ
と
に
し
た
。
や
り
残
し

た
部
分
も
分
か
っ
た
。
不
安
な

時
や
焦
っ
た
時
は
自
信
を
取
り

戻
す
材
料
に
も
な
っ
た
。
手
帳

に
書
き
留
め
る
方
法
は
、
私
に

合
っ
て
い
た
と
思
う
。�

　
計
画
表
を
作
っ
て
勉
強
し
て

い
く
こ
と
、
諦
め
ず
に
こ
つ
こ

つ
と
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
自

分
に
合
っ
た
勉
強
方
法
を
見
つ

け
る
こ
と
が
大
切
だ
。
こ
れ
か

ら
公
務
員
を
目
指
す
後
輩
の
み

な
さ
ん
も
、
目
標
を
明
確
に
し
、

諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
就
職

支
援
の
一
環
と
し
て
、
教
員
採

用
試
験
や
各
種
資
格
試
験
と
と

も
に
公
務
員
採
用
試
験
の
対
策

講
座
を
開
講
。
授
業
が
終
了
し

た
午
後
六
時
以
降
と
土
曜
日
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
年
間
二

百
回
以
上
の
講
義
を
実
施
し
て

い
る
。
受
講
者
の
多
く
は
、
休

日
も
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
勉

強
し
て
い
る
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、「
公

務
員
採
用
試
験
は
科
目
が
多
い

の
で
、
早
期
か
ら
計
画
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
肝
心
。
二
年
生

か
ら
対
策
講
座
の
受
講
を
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。�

　
本
学
の
昨
年
度
の
公
務
員
試

験
合
格
者
は
九

十
人
（
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
に

報
告
の
あ
っ
た

現
役
学
生
の
み
）。

内
訳
は
、
国
家

公
務
員
Ⅱ
種
十
人
、

国
税
専
門
官
三
人
、

地
方
上
級
公
務

員
二
人
、
地
方

公
務
員
十
人
、

警
察
官
四
十
七
人
、

消
防
官
十
人
ほ
か
。

本
学
は
、
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
誌
掲

載
の
『
公
務
員
に
強
い
大
学
・

全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
』
で
二
十
九

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
難

関
の
公
務
員
試
験
（
国
家
Ⅱ
種

な
ど
）
に
合
格
し
た
本
学
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
を
大
学
に
招
い
て
、
公
務

員
を
目
指
す
学
生
向
け
に
報
告

会
も
開
催
し
て
い
る
。�

　
二
年
生
に
な
っ
て
行
政
書
士

講
座
を
受
講
し
た
が
、
行
政
書

士
試
験
の
結
果
は
不
合
格
だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
行
政
書
士
講
座

を
受
講
し
た
こ
と
で
、
勉
強
方

法
と
公
務
員
試
験
に
必
要
な
基

礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

国
家
公
務
員
Ⅱ
種
の
試
験
勉
強

の
礎
と
な
っ
た
。
一
緒
に
頑
張

る
仲
間
が
で
き
た
こ
と
も
本
当

に
良
か
っ
た
。�

　
公
務
員
試
験
の
勉
強
は
、
科

目
が
多
く
て
大
変
だ
っ
た
。

辛
い
時
は
、
仲
間
と
一
緒

に
勉
強
す
る
事
で
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

こ
ま
で
辿
り
着
け
た
の
も

仲
間
の
お
か
げ
だ
。�

　
後
輩
の
み
な
さ
ん
も
、

こ
れ
か
ら
進
路
の
事
で
悩

む
時
が
く
る
と
思
う
が
、
一
人

で
抱
え
こ
ま
ず
、
友
人
や
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
に
相
談
し
、

悔
い
の
な
い
よ
う
、
精
一
杯
頑

張
っ
て
欲
し
い
。�

公務員試験対策講座を熱心に受ける学生たち�

準備、計画的に�
見事合格の３人が�
後輩にアドバイス�

現
役
で
　
人
合
格�

13

地
方
上
級
は
　
人
に
増
え
る�

6

国
税
専
門
官�

法
学
部
４
年�

滝
本
　
晃
司�

地
方
上
級
試
験（
静
岡
県
庁
）�

心
理
学
部
４
年�

鈴
木 

美
佑
貴�

国
家
公
務
員
Ⅱ
種（
名
古
屋
税
関
）�

経
営
学
部
４
年�

西
川
　
真
平�

┌
実力つく対策講座�
2年生から受講を┘�

キャリアセンター�
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運
動
は
必
ず
し
も
健
康
増

進
に
つ
な
が
る
も
の
で
な
い
。

本
書
は
健
康
と
運
動
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
健

康
運
動
に
つ
い
て
の
科
学
的

基
礎
を
ま
と
め
て
い
る
。
各

項
目
の
執
筆
は
本
学
大
学
院

体
育
学
研
究
科
運
動
生
理
学

研
究
室
で
研
究
を
ま
と
め
た

比
較
的
若
い
研
究
者
で
、
ほ

と
ん
ど
が
自
分
の
博
士
論
文

を
基
礎
に
お
い
て
執
筆
し
て

い
る
。
地
道
な
成
果
の
集
大

成
で
あ
り
、
健
康
運
動
指
導

者
必
携
の
好
著
で
あ
る
。�

　
編
著
者
は
体
育
学
部
教
授
。

市
村
出
版
刊
。
税
込
二
、
三

一
〇
円
。�

������

　
社
会
科
学
研
究
所
ロ
シ
ア

研
究
部
会
の
共
同
研
究
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
前
作
『
西

シ
ベ
リ
ア
の
歴
史
と
社
会
』

に
続
く
も
の
で
あ
る
。�

　
東
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
へ
の

ロ
シ
ア
の
進
出
を
め
ぐ
る
全

体
像
の
概
観
（
緒
論
）
に
続

き
、歴
史
・
先
住
民
・
文
化
・

宗
教
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ

い
て
各
々
二
論
文
と
い
う
構

成
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、資

料
と
し
て
詳
細
な
年
表
、
関

連
文
献
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。�

　
編
著
者
は
教
養
部
教
授
、

同
研
究
所
長
、
ロ
シ
ア
研
究

部
会
長
。
成
文
堂
刊
。�

�����

　
日
本
生
体
医
工
学
会(

日

本
Ｍ
Ｅ
学
会
改
称)

編
集
の

Ｍ
Ｅ
教
科
書
シ
リ
ー
ズ
の
一

冊
。
デ
ジ
タ
ル
画
像
処
理
の

基
礎
（
画
像
変
換
、
デ
ジ
タ

ル
幾
何
、パ
タ
ー
ン
分
類
等
）

か
ら
動
画
解
析
、
可
変
形
状�

〈
９
面
７
段
目
へ
続
く
〉�

　
愛
・
地
球
博
の
長
久
手
会
場

で
九
月
二
日
、
情
報
科
学
部
の

磯
直
行
助
教
授
と
小
中
高
校
生

二
十
一
人
が
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
滞
在
す
る
宇
宙
飛
行

士
と
交
信
し
た
。�

　
米
航
空
宇
宙
局
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
、
磯
助

教
授
が
総
合
プ
ロ
ジ
ュ
ー
サ
ー

を
務
め
る
長
久
手
会
場
の
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
特
別
記
念
局
で
行

わ
れ
た
。
磯
助
教
授
が
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
宇
宙
飛
行
士
に
呼
び
か
け

て
交
信
が
始
ま
り
、
小
中
学
生

ら
が
「
地
球
の
環
境
破
壊
が
見

え
ま
す
か
」
「
地
球
と
宇
宙
で

は
ど
ち
ら
が
住
み
や
す
い
で
す

か
」な
ど
と
質
問
し
た
。�

　
フ
ィ
リ
ッ
プ
宇
宙
飛
行
士
は

「
大
都
市
で
は
大
気
汚
染
が
見

え
る
」
「
宇
宙
は
無
重
力
で
物

が
つ
か
み
に
く
い
の
で
地
球
の

方
が
楽
」
な
ど
と
応
え
た
。�

　
第
二
十
二
回
読
売
書
法
展（
読

売
新
聞
社
な
ど
主
催
）に
本
学

学
生
十
三
人
が
入
選
し
た
。
入

選
者
数
は
こ
れ
ま
で
で
最
多
。

八
月
三
十
日
か
ら
九
月
四
日
ま

で
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
中
部
展
が
開
か
れ
、
入
選
作

品
が
展
示
さ
れ
た
。�

　
入
選
者
は
次
の
と
お
り
。
（
敬

称
略
）�

〔
四
年
生
〕鷹
西
美
沙（
国
文
）、

山
口
え
り（
英
米
文
化
）、澤
田
健

（
心
理
）、山
本
有
作（
法
律
）、柴

田
俊
樹（
商
）、岡
田
華
子（
商
）�

〔
三
年
生
〕石
川
暁
子（
日
本
文
学
）、

河
原
昇
平（
言
語
表
現
）、伊
藤

美
紀（
言
語
表
現
）、櫨
将
弘（
経

営
）、犬
飼
め
ぐ
み（
商
）�

〔
二
年
生
〕田
中
由
華（
法
律
）、伊

藤
昌
文（
経
営
）�

「
愛
・
地
球
博
」地
球
市
民
村

の
エ
イ
ブ
ル
ア
ー
ト
パ
ビ
リ
オ

ン
に
、
情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア

科
学
科
の
曽
我
部
哲
也
研
究
室

が
運
営
協
力
と
し
て
参
加
し
た
。�

　
パ
ビ
リ
オ
ン
を
企
画
し
た
の

は
奈
良
県
の
財
団
法
人
た
ん
ぽ

ぽ
の
家
。
曽
我
部
研
究
室
で
は

四
年
ほ
ど
前
か
ら
た
ん
ぽ
ぽ
の

家
の
障
害
を
も

つ
人
た
ち
と
造

形
作
品
の
協
同

制
作
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。�

　
エ
イ
ブ
ル
ア

ー
ト
は
障
害
を

も
つ
人
た
ち
の

表
現
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
ア
ー
ト
の
可

能
性
や
人
間
の
可
能
性
を
再
発

見
す
る
活
動
。
パ
ビ
リ
オ
ン
で

は
国
内
外
の
病
院
に
入
院
し
て

い
る
子
供
た
ち
が
撮
っ
た
空
の

写
真
を
展
示
し
、
そ
の
下
に
積

み
木
で
街
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
た
。�

　
参
加
し
た
メ
デ
ィ
ア
科
学
科

の
学
生
八
人
は
、
来
場
者
に
パ

ビ
リ
オ
ン
の
説
明
や
積
み
木
の

制
作
指
導
な
ど
を
行
っ
た
。�

　
本
学
主
催
の
第
四
十
九
回
全

国
学
生
書
道
展（
愛
知
県
・
名

古
屋
市
各
教
育
委
員
会
、
中
日

新
聞
社
な
ど
後
援
）に
今
年
も

全
国
か
ら
一
三
、
四
九
六
点
（
半

紙
八
、
三
七
七
点
、
硬
筆
二
、

三
三
六
点
、
条
幅
二
、
七
八
三

点
）
も
の
応
募
が
あ
っ
た
。�

　
幼
児
―
大
学
生
を
対
象
と
し

た
書
道
展
で
、

文
部
科
学
大
臣
賞
、

大
賞
、
梅
村
学

園
理
事
長
賞
、

学
長
賞
を
始
め

と
す
る
賞
の
入

選
者
に
、
八
月

二
十
日
、
賞
状
・

賞
品
を
贈
っ
た
。�

　
文
部
科
学
大

臣
賞
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）�

　
山
口
奈
津
美（
名

東
高
）、千
田
汐

里（
扶
桑
中
）、吉

村
美
佐（
黒
田
小
）、

大
森
美
矢（
明
和
高
）、大
竹
理

瑚（
六
ツ
美
北
中
）�

著
書
紹
介�

Works Published

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
飛
行
士
と

交
信
す
る
磯
助
教
授（
中
）と
子
供
た
ち�

来
場
者
に
パ
ビ
リ
オ
ン
の
説
明
を
す
る�

メ
デ
ィ
ア
科
学
科
の
学
生
た
ち�

入賞した子供たちに賞状を渡す
樽本名誉教授（左）�

情報科学部�

曽我部哲也研究室�

1万3千点超す�
全国学生書道展の応募�

磯 直行情報
科学助教授と�

小中高校生ら21人�

障
害
者
パ
ビ
リ
オ
ン
支
援�

学
生
８
人
、写
真
展
の
運
営
な
ど�

活
動
の
一
環�

エ
イ
ブ
ル

ア
ー
ト�

長
久
手
会
場
か
　

　
ら

宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
飛
行
士
と
交
信�

読
売
書
法
展
に

最
多
　
人
入
選�

13

健
康
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
基
礎�

�

〜
陸
上
運
動
と
水
中
運
動

　
か
ら
の
科
学
的
ア
プ
ロ

　
ー
チ
〜�

北
川
　
薫
編
著�

中
京
大
学�

社
会
科
学
研
究
叢
書
16�

東
シ
ベ
リ
ア
の�

　
　
歴
史
と
文
化�

安
村
仁
志
編
著�

画
像
情
報
処
理（
Ⅰ
）�

　
―
解
析
・
認
識
編�

鳥
脇
　
純
一
郎
編
著�

長
谷
川
純
一
他
共
著�
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愛
・
地
球
博
（
愛
知
万
博
）

に
関
す
る
研
究
を
発
表
す
る
学

生
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
万
博
イ

ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」が
八
月
二

―
四
日
、
中
京
大
学
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
本
学

社
会
学
部
の
加
藤
晴
明
ゼ
ミ
の

ほ
か
、
北
海
道
東
海
大
学
、
関

西
大
学
、
中
央
大
学
、
愛
知
淑

徳
大
学
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
を
専

攻
し
て
い
る
ゼ
ミ
生
ら
約
百
人

が
参
加
し
た
。�

「
万
博
と
集
客
施
設
比
較
」
、

「
万
博
と
戦
略
（
メ
デ
ィ
ア
）

（
企
業
）
」、
「
市
民
参
加
と
環

境
」
、「
万
博
が
残
す
も
の（
跡

地
利
用
）（
人
々
の
記
憶
）」を
テ

ー
マ
に
四
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
か
れ
、
各
ゼ
ミ
が
半
年

以
上
か
け
て
行
っ
て
き
た
研
究

の
成
果
を
発
表
し
、
熱
心
に
意

見
を
交
し
た
。�

　
地
元
か
ら
見
た
愛
知
万
博
、

他
所
か
ら
見
た
愛
知
万
博
、
大

阪
万
博
か
ら
見
た
愛
知
万
博
な

ど
、
各
ゼ
ミ
の
研
究
は
そ
れ
ぞ

れ
ス
タ
ン
ス
や
価
値
観
が
違
い
、

緊
迫
感
の
あ
る
白
熱
し
た
討
議

と
な
っ
た
。
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
完
成
し
た
ば
か
り
の
ラ
ジ
オ

ブ
ー
ス
体
験
な
ど
の
和
や
か
な

交
流
も
行
わ
れ
た
。�

　
討
議
の
模
様
は
、
毎
日
新
聞

や
名
古
屋
テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ

れ
た
。�（

社
会
３
・
河
原
啓
輔
）�

　
文
化
会
、
体
育
会
、
大
学
祭

実
行
委
員
会
の
課
外
活
動
機
関

が
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
二

日
、
青
木
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
合
同
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
参
加
し
た
二
十
八
人
の
役
員

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が

抱
え
る
問
題
点
を
挙
げ
、
相
互

に
協
力
す
る
こ
と
で
解
決
の
糸

口
を
見
出
そ
う
と
話
し
合
っ
た
。�

　
会
議
は
全
体
、
学
年
別
、
機

関
別
に
実
施
。
全
体
会
議
で
は
、

大
学
祭
当
日
の
迷
惑
駐
車
対
策

に
つ
い
て
、
文
化
会
や
体
育
会

の
メ
ン
バ
ー
が
違
反
者
に
注
意

す
る
こ
と
で
合
意
。
学
年
別
会

議
で
は
、
「
情
報
が
下
級
年
次

ま
で
伝
わ
ら
な
い
」と
い
う
一
・

二
年
生
の
役
員
か
ら
の
意
見
に

対
し
、
全
体
で
話
し
合
う
機
会

を
増
や
し
、
情
報
の
共
有
化
に

努
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。�

　
研
修
会
に
は
学
生
課
と
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
事
務
職
員
六

人
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参

加
し
た
。�

　
文
化
会
芸
文
委
員
会
主
催
の

第
二
十
七
回
芸
文
系
ク
ラ
ブ
発

表
会
を
、
六
月
十
八
・
十
九
日

に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
４
３
１

教
室
で
開
催
し
た
。�

　
芸
文
系
ク
ラ
ブ
十
六
団
体
が

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
、
演
奏

や
演
技
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
舞

台
発
表
と
、
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・

書
道
作
品
に
よ
る
展
示
発
表
で

披
露
し
た
。�

　
今
回
は
、
長
年
使
っ
て
き
た

２
１
１
教
室
と
は
勝
手
の
違
う

４
３
１
教
室
で
の
発
表
と
い
う

こ
と
で
戸
惑
い

も
あ
っ
た
が
、

最
後
に
は
参
加

し
た
ク
ラ
ブ
の

全
員
が
「
素
晴

ら
し
い
発
表
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

言
い
、
達
成
感
を
味
わ
っ
た
。�

　
今
後
も
芸
文
系
ク
ラ
ブ
に
興

味
を
持
っ
た
方
に
素
晴
ら
し
い

発
表
を
披
露
で
き
る
よ
う
、
各

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
期
待
し
た
い
。�

（
心
理
４
・
花
村
直
人
）�

モ
デ
ル
等
の
最
新
手
法
ま
で

を
学
術
的
か
つ
平
易
に
解
説

し
て
い
る
。
乳
房
、
胸
部
Ｘ

線
写
真
や
Ｃ
Ｔ
像
の
Ｃ
Ａ
Ｄ

の
実
例
も
。
技
術
・
研
究
者
、

医
師
、
電
気
・
情
報
工
学
系

の
院
生
、
学
部
生
の
参
考
書
、

教
科
書
を
目
指
す
。�

　
編
著
者
、
共
著
者
は
生
命

シ
ス
テ
ム
工
学
部
教
授
。
コ

ロ
ナ
社
刊
。
本
体
二
、
六
〇

〇
円
。�

������

　
中
小
企
業
政
策
の
あ
り
方

を
単
に
経
済
学
か
ら
分
析
す

る
の
で
は
な
く
、
総
合
学
と

し
て
の
「
政
策
学
」
と
い
う

視
点
か
ら
と
ら
え
た
の
が
本

書
で
あ
る
。
著
者
は
、
な
ぜ

中
小
企
業
政
策
が
う
ま
く
い

か
な
い
の
か
と
最
初
に
問
題

提
起
を
行
い
、
ど
う
す
れ
ば

う
ま
く
い
く
の
か
に
つ
い
て
、

自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
た
上

で
さ
ま
ざ
ま
視
点
か
ら
論
じ

て
い
る
。
図
表
な
ど
、
初
心

者
に
も
理
解
し
や
す
い
工
夫

が
随
所
で
な
さ
れ
て
い
る
。�

　
著
者
は
経
営
学
部
教
授
。

経
営
学
部
刊
。�

�����

　
ト
ラ
ン
プ
の
先
祖
に
し
て
、

ト
ラ
ン
プ
と
は
別
の
数
奇
な

運
命
を
た
ど
っ
た
タ
ロ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
全
体
像
を
平
易
に

解
説
。
タ
ロ
ッ
ト
は
遊
戯
や

占
い
の
道
具
と
し
て
流
布
し

た
ば
か
り
で
な
く
、
画
家
や

作
家
を
刺
激
し
、
創
作
活
動

を
助
け
て
き
た
。
イ
タ
ロ
・

カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
『
宿
命
の

交
わ
る
城
』
は
そ
の
好
例
。

本
書
日
本
語
版
は
十
年
前
の

出
版
。
本
格
的
解
説
書
と
し

て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
新

装
版
発
行
と
な
っ
た
。�

　
訳
者
は
教
養
部
教
授
。
河

出
書
房
新
社
刊
。
本
体
二
、

九
〇
〇
円
。�

����

　
退
職
後
の
余
暇
と
し
て
ゴ

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
た
い
と
考

え
て
い
る
中
年
が
増
え
て
い�

〈
10
面
７
段
目
へ
続
く
〉�

Works Published

著
書
紹
介�

練習を重ねてきた「街角雑貨店リバティー」を
力いっぱいに演じる劇団いかづちの舞台発表�

熱心に話し合う各機関の役員たち�

愛・地球博の展示方法や企
業戦略などについて熱心に
討議する学生たち�

懸命の演技も披露�

文化会／体育会／大学祭実行委�

相互協力へ研修�

五
大
学
が
万
　

　
博

研
究
発
表�

本
学
は
加
藤
晴
明
ゼ
ミ�

芸
文
系
ク
ラ
ブ
発
表
会�

社
会
学
部�

　
団
体
が〝
全
力
投
球
〞�

16

豊田で学生シンポ�

中
京
大
学�

経
営
研
究
双
書
No.�
24�

中
小
企
業
の
政
策
学�

―
豊
か
な
中
小
企
業
像
を �

　
求
め
て
―�

寺
岡
　
寛
著�

タ
ロ
ッ
ト�

―
そ
の
歴
史
・
意
味
・
読
解
法�

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ダ
グ
ラ
ス
著�

栂
　
正
行
訳�

40
歳
か
ら
の
ゴ
ル
フ�

上
達
エ
ク
サ
サ
イ
ズ�

湯
浅
　
景
元
著�
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る
。
高
齢
に
な
っ
て
も
ゴ
ル

フ
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
体

力
が
衰
え
始
め
る
四
十
歳
か

ら
そ
れ
な
り
の
準
備
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

本
で
は
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
普
段
着
の
ま
ま
、
ど
こ
で

も
簡
単
に
で
き
る
ゴ
ル
フ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
ゴ
ル
フ
場

へ
行
か
な
く
て
も
行
え
る
練

習
法
も
示
さ
れ
て
い
る
。�

　
著
者
は
体
育
学
部
教
授
。

学
習
研
究
社
刊
。
本
体
一
、

三
〇
〇
円
。�

�����

　
著
者
が
長
年
に
わ
た
り
研

究
調
査
し
て
き
た
成
果
、
お

よ
び
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
践

経
験
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た

力
作
で
あ
る
。
生
理
学
、
バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
な
ど
か
ら

み
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
特
徴
、

肥
満
解
消
な
ど
の
目
的
に
応

じ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
補
足
す
る

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
体
育
学
部

生
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
心

の
あ
る
人
た
ち
に
勧
め
ら
れ

る
入
門
書
で
あ
る
。�

　
著
者
は
体
育
学
部
教
授
。

山
海
堂
刊
。
本
体
一
、
六
〇

〇
円
。�

������

　
長
寿
が
可
能
に
な
り
、
高

齢
ま
で
生
き
る
人
が
増
え
て

き
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

老
化
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
た

い
と
願
う
人
も
多
く
な
っ
て

い
る
。�

　
本
書
で
は
、
老
い
を
遅
ら

せ
る
に
は
体
力
を
維
持
す
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
、

お
よ
び
手
軽
に
で
き
る
運
動

を
紹
介
し
て
い
る
。
〝
エ
ン

ジ
ョ
イ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
（
老

い
る
こ
と
を
楽
し
む
）
〞
を

勧
め
て
い
る
点
は
他
書
に
な

い
内
容
で
あ
る
。�

　
著
者
は
体
育
学
部
教
授
。�

〈
11
面
７
段
目
へ
続
く
〉�

　
心
理
学
部
二
年
の
不
破
理
恵

子
さ
ん
は
八
月
十
八
日
、
愛
・

地
球
博
瀬
戸
会
場
で
開
か
れ
た

「
未
来
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
・
コ
ン

テ
ス
ト
に
、
名
古
屋
大
学
の
友

人
と
出
場
し
、
「
通
学
路
に
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
ゾ
ー
ン
を
つ
く
る
」

プ
ラ
ン
で
優
勝
し
た
。�

　
主
催
し
た
の
は
、
教
育
・
起

業
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
提
案

す
る
愛
知
県
内
の
学
生
た
ち
で

つ
く
る
愛
知
ユ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
も

活
発
な
愛
知
県
日
進
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
い
た
。�

　
日
進
市
に
在
住
し
、
公
務
員

を
目
指
し
て
い
る
不
破
さ
ん
は
、

行
政
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が

あ
り
応
募
し
た
。
子
供
た
ち
の

安
全
の
確
保
に
的
を
絞
り
、
住

民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取

り
調
査
を
四
カ
月
か
け
て
実
施
。

「
通
学
路
を
魅
力
的
な
道
路
に

す
る
こ
と
で
、
住
民
の
行
き
交

う
往
来
の
多
い
道
路
に
す
る
」

と
い
う
提
案
に
辿
り
つ
い
た
。�

　
審
査
員
の
佐
護
彰
・
日
進
市

長
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
提
案

に
つ
い
て
、
「
実
現
の
可
能
性

が
高
く
、
説
得
力
も
あ
っ
た
」

と
高
く
評
価
し
た
。
不
破
さ
ん

は
「
日
進
市
が
よ
り
暮
ら
し
や

す
い
町
に
な
る
よ
う
に
、
行
政

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
行
う
ま
ち
づ

く
り
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。�

　
同
市
在
住
の
斉
藤
尚
文
・
社

会
学
部
教
授
も
審
査
員
を
務
め

た
。�

　
文
化
会
は
七
月
二
日
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
４
３
１
教
室
で

第
三
十
三
回
文
化
会
講
演
会
を

開
催
。
本
学
の
学
生
と
一
般
市

民
あ
わ
せ
て
三
百
人
が
参
加
し

た
。�

　
テ
レ
ビ
番
組
や
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
活

躍
中
の
キ
ー
ト
ン
山
田
さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
、
「
人
に
印

象
を
残
す
話
し
方
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。�

　
キ
ー
ト
ン
山
田
さ
ん
は
、
ど

ん
な
に
仕
事
が
な
く
て
も
諦
め

ず
、
腐
ら
ず
や
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
今
の
自

分
が
あ
る
と

語
っ
た
。
聴

講
者
か
ら
の

質
問
に
も
ユ

ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
答
え
、

会
場
内
を
沸

か
せ
た
。�

　
キ
ー
ト
ン

山
田
さ
ん
の

抑
揚
の
あ
る

ト
ー
ク
に
は
、

人
を
惹
き
つ

け
る
魅
力
が
あ
り
、
何
日
も
経

っ
た
今
で
も
は
っ
き
り
と
印
象

に
残
っ
て
い
る
。�

　
（
経
済
４
・
栗
田
　
一
宏
）�

　
毎
年
恒
例
の
大
学
祭
実
行
委

員
会
主
催
の
球
技
大
会
が
、
五
、

六
月
の
日
曜
日
に
、
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。�

　
球
技
は
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
と
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
二
種
目
。
ク
ラ

ブ
や
サ
ー
ク
ル
か
ら
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
に
二
十
四
チ
ー
ム
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
は
五
十
チ
ー
ム
の

参
加
が
あ
っ
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
選
手
ら
は
毎
週
試
合
を

楽
し
ん
だ
。�

　
今
年
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス

を
制
し
た
の
は
サ
ー
ク
ル・

ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ
。決
勝

戦
で
サ
ー
ク
ル
・
ユ
ー
ズ

ド
ド
ッ
ト
コ
ム
と
の
熱
戦

の
末
、
優
勝
に
輝
い
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
サ
ー
ク
ル
・

ベ
ー
シ
ッ
ク
ホ
ー
ス
が
優
勝
。

回
が
進
む
に
つ
れ
白
熱
し
て
い

く
試
合
展
開
に
観
客
か
ら
も
歓

声
が
上
が
っ
た
。�

（
心
理
３
・
小
見
山
真
里
）�

著
書
紹
介�

Works Published

印象に残る話し方について
講演するキートン山田さん�

キックベースで優勝した�
　　　　　サークル・ペンギンクラブ�

バレーボールの覇者となった�
　　　　サークル・ベーシックホース�

子
供
た
ち
の
安
全
に
的
を
絞
っ
た
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
で
優
勝
し
た
不
破
さ
ん（
中
央
）（
後
方

は
審
査
員
を
務
め
た
斉
藤
教
授
）＝
愛
・
地
球

博
瀬
戸
会
場
で�

瀬戸会場�ま�ち�づ�く�り�プ�ラ�ン�コ　ン�テスト�

不
破
理
恵
子
さ
　

　
ん（   

）優
勝�

心理２�

┐
通
学
路
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
└
提
案�

キ
ー
ト
ン
山
田
さ
　
　
ん

講
演�

白
熱
の  
学
内
球
技
大
会  

優
勝
は�

文
化
会
講
演
会�

キ
ッ
ク�

ベ
ー
ス�

バ
レ
ー�

ボ
ー
ル�

湯
浅
式
　�

　
速
効
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ�

湯
浅
　
景
元
著�

老
い
な
い
体
を
つ
く
る�

―
人
生
後
半
を
楽
し
む
た

　
め
の
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ

　
ズ
―�

湯
浅
　
景
元
著�

中 京 大 学 広 報� 2005年10月14日（金）�（10）�第145号�



平
凡
社
刊
。
本
体
七
六
〇
円
。����

�

　
本
書
は
、
「
客
観
訴
訟
に

関
す
る
包
括
的
研
究
」
（
塩

野
宏
『
行
政
法
Ⅱ
』
）
で
あ

る
。
主
観
訴
訟
が
私
益
の
救

済
を
図
る
の
に
対
し
、
客
観

訴
訟
は
公
益
を
保
護
す
る
。�

　
本
書
は
、
「
法
曹
」
六
五

三
号
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
環

境
・
消
費
者
等
の
問
題
を
め

ぐ
る
「
近
時
の
議
論
に
お
い

て
重
要
な
視
点
を
提
供
す
る

も
の
で
あ
り
」
、
「
将
来
に

向
け
て
ま
す
ま
す
そ
の
価
値

を
増
す
の
で
あ
ろ
う
注
目
す

べ
き
一
書
で
あ
る
」
。�

　
著
者
は
法
科
大
学
院
教
授
。

勁
草
書
房
刊
。
本
体
三
、
四

〇
〇
円
。�

������

　
敗
戦
後
の
日
本
帝
国
解
体

の
過
程
は
、
現
代
の
北
朝
鮮

問
題
と
戦
後
日
韓
関
係
を
ひ

も
と
く
原
点
で
あ
る
。
幼
い

金
正
日
と
父
の
金
日
成
一
家

の
家
政
婦
と
し
て
信
頼
さ
れ

た
日
本
女
性
、
華
北
と
満
州

か
ら
の
米
軍
船
舶
と
日
本
船

員
に
よ
る
朝
鮮
人
引
揚
、
日

本
人
の
韓
国
か
ら
の
追
放
、

帝
国
の
舞
姫
崔
承
喜
、
北
朝

鮮
か
ら
脱
出
し
三
八
線
付
近

の
米
軍
に
収
用
さ
れ
た
日
本

人
難
民
等
々
、
米
軍
撮
影
写

真
と
編
者
解
説
。
詳
細
は
朝

日
新
聞
夕
刊
八
月
十
三
日
。

　
監
修
・
解
説
者
は
教
養
部

教
授
。
現
代
史
料
出
版
刊
。

本
体
三
、
二
〇
〇
円
。�

　
中
京
大
学
文
化
会
は
、
ク
ラ

ブ
間
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で

「
夏
季
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
」

を
九
月
四
―
六
日
、
京
都
で
行

っ
た
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
企

画
で
、
所
属
す
る
二
十
九
ク
ラ

ブ
の
会
員
百
七
十
人
が
参
加
し

た
。�

　
昼
間
は
染
物
の
体
験
を
す
る

な
ど
日
本
の
文
化
に
触
れ
、
夜

は
よ
り
良
い
ク
ラ
ブ
活
動
の
運

営
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
「
部

の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
定
め
る
」

「
先
輩
が
後
輩
の
教
育
に
努
め

る
」
な
ど
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ブ

の
垣
根
を
越
え
て
意
見
を
交
換

し
た
。
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
も
深

ま
り
、
充
実
し
た
キ
ャ
ン
プ
と

な
っ
た
。�

　
こ
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ

で
得
た
経
験
を
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
欲
し
い
。�

（
認
知
４
・
春
田
裕
典
）�

　
中
京
大
学
環
境
保
全
委
員
会

主
催
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
エ
コ
・

ウ
ィ
ー
ク
」
が
九
月
二
十
―
二

十
二
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
。�

　
環
境
保
全
委
員
会
は
文
化
会
、

体
育
会
、
大
学
祭
実
行
委
員
会

の
学
生
た
ち
と
学
生
課
の
職
員

で
組
織
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

や
周
辺
道
路
の
美
化
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
。�

　
エ
コ
・
ウ
ィ
ー
ク
は
、
毎
年

春
と
秋
の
二
回
開
催
。
今
回
は

三
日
間
で
延
べ
百
五
十
五
人
が

参
加
し
、
通
学
し
て
く
る
学
生

た
ち
に
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
徹
底
、

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
撲
滅
等
の

喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
を
呼
び
か
け

た
。�

　
学
生
課
は
、
車
や
バ
イ
ク
で

登
校
す
る
学
生
た
ち
に
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
る
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
九
月
二
十
一
日
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
。
体

育
会
所
属
の
ク
ラ
ブ
部
員
ら
二

十
五
人
も
参
加
し
た
。�

　
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

豊
田
市
が
行
う
「
交
通
安
全
市

民
運
動
」
の
時
期
に
連
動
し
て
、

年
四
回
実
施
し
て
い
る
。
学
生

た
ち
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
や

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
低
速
運
転

遵
守
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
る
。�

 

交
通
安
全
に
対
す
る
学
生
た

ち
の
意
識
は
年
々
高
ま
っ
て
お

り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す

る
学
生
も
増
え
て
い
る
。�

（
豊
田
学
生
課
）�

　
体
育
会
、
文
化
会
、
大
学
祭

実
行
委
員
会
、
学
生
課
の
職
員

で
組
織
す
る
コ

ミ
ッ
テ
ィ
ー
・

エ
コ
は
七
月
九
日
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
。�

　
キ
ャ
ン
パ
ス

内
と
周
辺
地
域

の
清
掃
を
目
的

に
行
い
、
約
二

百
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、

学
生
た
ち
は
キ

ャ
ン
パ
ス
周
辺
地
域（
貝
津
町
・

乙
部
町
）の
ゴ
ミ
拾
い
を
精
力

的
に
行
っ
た
。�

　
学
生
た
ち
は
捨
て
ら
れ
た
ゴ

ミ
の
多
さ
に
驚
き
、
道
路
に
平

気
で
ゴ
ミ
を
捨
て
る
マ
ナ
ー
の

悪
い
人
た
ち
に
憤
り
を
覚
え
た
。

一
方
で
、
町
内
に
住
む
多
く
の

方
か
ら
「
ゴ
ミ
拾
い
、
ご
苦
労

様
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
勇
気

づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
参
加
し

た
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
ゴ
ミ

問
題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
、
有
意
義
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
な
っ
た
。�

　
拾
っ
た
ゴ
ミ
は
三
十
袋
に
も

達
し
、
大
学
内
で
分
別
し
て
処

分
し
た
。
　 

（
豊
田
学
生
課
）�

　
大
学
生
を
狙
っ
た
悪
質
な
商

法
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ

ン
パ
ス
内
な
ど
で
友
人
、
知
人

か
ら
商
品
購
入
な
ど
の
勧
誘
が

あ
っ
た
場
合
、
学
生
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。�

　
悪
質
商
法
の
手
口
は
様
々
で

す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。�

◎
マ
ル
チ
商
法
・
マ
ル
チ
ま
が

い
商
法�

　
友
人
、
知
人
か
ら
「
儲
け
話

が
あ
る
」
と
誘
わ
れ
て
商
品
を

購
入
し
、
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
。
購
入
者
も
別
の

買
い
手
を
見
つ
け
て
商
品
を
売

り
、
マ
ー
ジ
ン
で
利
益
が
得
ら

れ
る
と
い
う
の
が
謳
い
文
句
だ

が
、
売
れ
な
い
商
品
を
抱
え
込

む
こ
と
が
多
く
、
被
害
額
が
増

大
し
ま
す
。

被
害
者
も
商

法
の
一
端
を

担
い
、
加
害

者
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。�

◎
ア
ポ
イ
ン
ト
商
法
（
デ
ー
ト

商
法
）�

「
あ
な
た
は
特
別
会
員
の
資
格

を
得
ら
れ
ま
し
た
」
な
ど
と
甘

い
誘
い
文
句
の
電
話
で
呼
び
出

し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

を
結
ば
せ
る
商
法
で
す
。�

◎
そ
の
他
の
商
法�

　
資
格
取
得
の
高
額
な
教
材
な

ど
を
売
り
つ
け
る「
資
格
商
法
」、

勝
手
に
商
品
を
送
り
つ
け
て
代

金
を
請
求
す
る
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

オ
プ
シ
ョ
ン（
送
り
つ
け
販
売
）」、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
装
っ
て
高

額
商
品
購
入
の
契
約
を
求
め
る

「
キ
ャ
ッ
チ
（
セ
ー
ル
ス
）
商

法
」
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
詐

欺
」
な
ど
が
あ
り
、
被
害
者
が

出
て
い
ま
す
。�

　
※
被
害
に
遭
っ
た
り
、
不
審

に
思
っ
た
場
合
は
警
察
署
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
学
生
課
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
学
生
課
）�
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「
私
が
生
ま
れ
た
一
九
三
一
年

（
昭
和
六
年
）
は
満
州
事
変
勃

発
の
年
。
満
州
事
変
と
は
何
だ

っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
私
が
生

き
て
き
た
昭
和
と
い
う
時
代
と

は
」�

「
満
州
事
変
を
語
る
に
は
、
黒

船
来
航
ま
で
話
を
戻
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

　
一
八
五
三
年
の
ペ
リ
ー

来
航
は
日
本
人
に
大
き
な

刺
激
を
与
え
能
力
を
目
覚

め
さ
せ
た
。
黒
船
を
見
て
わ
ず

か
五
十
年
余
の
ち
の
一
九
〇
五

年
、
日
本
は
世
界
最
強
と
い
わ

れ
た
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦

隊
を
完
膚
な
き
ま
で
撃
沈
。
そ

し
て
、
そ
の
勢
い
で
満
州
事
変
、

太
平
洋
戦
争
へ
と

な
だ
れ
こ
ん
で
い�

く
」�

「
一
九
四
一
年
十
月
、
リ
ヒ
ャ

ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
、尾
崎
秀
実
ら
国

際
諜
報
団
が
検
挙
さ
れ
る
。
少

年
の
私
は
二
人
に
強
い
憤
り
を

感
じ
る
一
方
で
、
ス
パ
イ
と
い

う
も
の
へ
の
好
奇
心
が
沸
い
た
。

こ
う
し
て
私
は
ゾ
ル
ゲ
事
件
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」

「
ゾ
ル
ゲ
と
尾
崎
は
軍
国
主
義

に
傾
斜
し
て
い
く
日
本
の
流
れ

を
し
っ
か
り
と
見
て
い
た
。
彼

ら
は
情
報
を
と
る
と
、
そ
の
情

報
を
組
み
立
て
、
日
本
が
ど
ん

な
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
か
を

結
論
付
け
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
。
〝
日
本
の
悲
劇
、
二
・
二

六
事
件
の
原
因
は
満
州
事
変
〞

と
も
ゾ
ル
ゲ
は
述
べ
て
い
る
。�

　
ゾ
ル
ゲ
は
、
一
九
四
一
年
九

月
六
日
の
御
前
会
議
で
の
決
定

を
モ
ス
ク
ワ
へ
打
電
。
こ
れ
が

連
合
軍
を
勝
利
へ
導
く
口
火
と

な
る
」�

「
や
が
て
日
本
の
国
土
に
Ｂ
29

が
襲
来
し
始
め
る
。
直
撃
弾
を

受
け
た
馬
が
粉
砕
し
飛
び
散
る

光
景
を
見
た
と
き
、
私
は
日
本

の
爆
裂
を
実
感
し
た
。
敗
戦
は

十
五
歳
の
と
き
だ
っ
た
」�

「
映
画
『
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
』

を
つ
く
る
こ
と
で
、
当
時

見
え
な
か
っ
た
歴
史
が
私

に
は
見
え
て
き
た
。
あ
の

戦
争
を
理
解
す
る
の
に
五

十
年
か
か
っ
た
」�

「
少
年
の
私

は
ベ
ル
リ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
記
録
映

画
『
民
族
の

祭
典
』
を
見

て
陸
上
競
技
と
西
洋
に
憧

れ
た
。
そ
れ
が
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

映
画
と
も
知
ら
ず
に･･･

。

そ
ん
な
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

少
年
時
代
で
も
あ
っ
た
の

だ
」�

（
６
月
29
日
・
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
４
３
１
教
室
）�

　
石
井
裕
氏
は
、
満
員
の
聴
衆

を
相
手
に
、｢

新
し
」
く
て
、｢

一

言
で
説
明
で
き
」
て
、
し
か
も

「
人
を
引
き
付
け
て
は
な
さ
な

い
」
デ
ザ
イ
ン
の
実
例
を
テ
ン

ポ
良
く
次
々
と
繰
り
出
し
、

一
時
間
半
の
講
演
を
全
く

飽
き
さ
せ
ず
に
駆
け
抜
け

た
。
聞
き
手
に
は
学
部
生

か
ら
企
業
デ
ザ
イ
ン
の
プ

ロ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

混
じ
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
「
次
の
仕
事
」
の
ヒ
ン

ト
を
貰
え
た
の
で
は
な
い
か
。�

　
石
井
氏
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
と
い
う
精
鋭
の
集

ま
る
職
場
で
終
身
在
職
権（
テ

ニ
ュ
ア
）
を
獲
得
し
、
今
も
日

本
の
企
業
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
現
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

そ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
身

の
回
り
の
モ
ノ
に
意
味
を
付
与

し
て
情
報
を
実
体
化
す
る
」
こ

と
。
彼
が
研
究
領
域
と
す
る
ユ

ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

（
Ｕ
Ｉ
）
分
野
で
は
十
数
年
前

か
ら
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
Ｕ
Ｉ
、
つ

ま
り
情
報
を
操
作
す
る
た
め
に

は
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使

っ
て
画
面
上
に
で
て
く
る
も
の

を
間
接
的
に
操
作
す
る
や
り
方

が
主
流
で
あ
る
。
石
井
氏
は
こ

の
や
り
方
に
真
っ
向
か
ら
反
対

す
る
。
手
で
直
接
触
れ
る
も
の

を
通
し
て
、
し
か
も
ひ
と
り
で

は
な
く
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が

一
緒
に
操
作
で
き
る「
直
接
触

れ
て
操
作
で
き
る（
タ
ン
ジ
ブ

ル
な
）
」
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

を
実
現
し
て
見
せ
た
。�

　
作
品
は
ど
れ
も
見
事
な
ま
で

に
美
し
い
。
時
折
柔
ら
か
に
色

を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
株

価
の
変
動
な
ど
情
報
の
変
化
を

伝
え
る
ボ
ー
ル
、Sm

art O
rb

。

鯉
が
泳
ぐ
池
や
稲
妻
の
走
る
空

に
見
立
て
ら
れ
た
卓
球
台Ping-

Pong Plus

で
は
、
球
が
当
た

る
と
そ
の
位
置
か
ら
散
ら
ば
る

よ
う
に
台
上
の
図
柄
が
走
る
。

こ
う
す
る
と
卓
球
が
、
相
手
を

打
ち
負
か
す
ゲ
ー
ム
で
は
な
く
、

鯉
を
う
ま
く
泳
が
せ
る
協
調
型

の
ゲ
ー
ム
に
な
る
。他
に
も
、蓋

の
開
け
方
で
交
響
曲
の
即
興
演

奏
も
可
能
なM

usic 
Bottles

や
自
然
物

の
色
と
動
き
を
そ

の
ま
ま
写
し
取
る

I/O
 B
rush

な
ど
、

石
井
氏
の
人
を
見

る
目
と
技
術
力
の

融
合
に
、
参
加
者

全
員
が
協
創
力
を
掘
り
起

こ
さ
れ
た
講
演
だ
っ
た
。�

＝
情
報
科
学
部
教
授
・
三

宅
な
ほ
み�

（
５
月
25
日
・
名
古
屋
市

科
学
館
）�
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0�
0�
4
年
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日
〜
2�
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0�
5
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・
円
）�

2�
0�
0�
4
年
度
　
同
窓
会 

決
算�

収入� 支出�

収入� 支出�

前 期 繰 越 金 �
会 費 �
地域同窓会開催会費�
同 窓 会 館 使 用 料 �
受 取 利 息 �
預金（振込手数料）�
そ の 他 収 入 �
そ の 他 戻 入 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
合 計 �

72,356,502
178,900,000

605,000
1,010,180

5,647
7,840

371,134
150,000
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30,000
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69,923,464

253,406,303

教育懇談会開催費�
教育懇談会開催準備費�
事 務 局 運 営 費 �
会 報 発 行 費 �
奨 学 金 �
通 信 費 �
教 育 厚 生 費 �
各役員会・各会開催費�
入 学 辞 退 者 返 金 �
各 種 遠 征 費 補 助 �
雑 費 �
大学設備整備事業費�
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700,000
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70,741,291
175,900,000
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11,265
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会 費 �
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
合 計 �
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「
食
べ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の

生
き
も
の
に
共
通
す
る
こ
と
。

で
は
、
動
物
の
食
と
人
間
の
食

は
ど
こ
が
違
う
の
か
。�

　
人
間
は
、
料
理
す
る
。
そ
し

て
、
共
食
す
る
。
ひ
と
り
立
ち

し
た
動
物
は
個
体
単
位
で
食
べ

る
が
、
人
間
は
誰
か
と
分
か
ち

合
っ
て
食
べ
る
の
が
普
通
だ
」

「
自
分
勝
手
に
食
物
を
と
っ
た

り
し
な
い
よ
う
、
や
が
て
食
事

の
場
に
は
神
が
登
場
す
る
。�

　
食
前
に
神
に
感
謝
の
祈

り
を
捧
げ
る
文
化
は
多
く
、

日
本
で
も
手
を
合
わ
せ
て

か
ら
箸
を
と
る
。
糧
が
得

ら
れ
る
の
は
神
仏
、
先
祖

の
お
か
げ
。
食
事
に
は
宗

教
が
深
く
関
与
し
て
き
た
。�

　
そ
の
結
果
、
宗
教
に
関
す
る

食
物
タ
ブ
ー
も
生
ま
れ
た
」�

「
傍
か
ら
は
非
合
理
に
映
る
タ

ブ
ー
も
、
逆
に
、
タ
ブ
ー
を
共

有
す
る
こ
と
で
信
者
同
士
の
結

束
は
強
ま
る
。�

　
私
は
昔
、
リ
ビ
ア
砂
漠
か
ら

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

に
便
乗
し
た
こ
と
が
あ
る
。
大

抵
ど
こ
の
町
で
も
イ
ス
ラ
ム
教

徒
が
家
に
招
い
て
イ
ス
ラ
ム
の

戒
律
に
則
っ
た
食
事
を
出
し
て

く
れ
た
。
タ
ブ
ー
が
見
知
ら
ぬ

者
同
士
を
結
び
つ
け
交
流
さ
せ

て
い
た
。�

　
食
を
介
し
た
神
と
人
間
の
交

流
が
〝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〞
の
語
源
だ
と
い
う
」�

「
土
着
宗
教
、
多
神
教
の
神
々

は
食
物
の
供
物
を
喜
ぶ
。
日
本

の
神
道
も
し
か
り
。
人
々
は
御

下
が
り
を
食
べ
な
が
ら
神
と
交

流
す
る
。
神
に
捧
げ
た
物
を
口

に
し
た
人
間
は
霊
力
を
授
か
る
、

と
い
う
意
味
も
あ
る
。�

　
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の

一
神
教
で
は
、
絶
対
者
で
あ
る

神
は
人
間
臭
い
行
動
を
し
な
い
。

故
に
、
神
は
食
物
を
受
け
取
ら

な
い
。
こ
う
い
う
宗
教
は
タ
ブ

ー
も
多
い
。
贅
沢
な
食
事
や
大

酒
も
、人
間
を
堕
落
さ
せ
神
を

遠
ざ
け
る
か
ら
罪
悪
な
の
だ
」�

「
世
界
の
こ
と
も
人
間
の
こ
と

も
科
学
で
説
明
で
き
る

現
代
、宗
教
は
力
を
失

っ
た
。
い
ま
神
棚
や
仏

壇
に
ご
飯
を
供
え
る
家

庭
は
少
な
い
。
反
面
、

私
た
ち
の
日
常
の
食
事

は
、
百
年
前
な
ら
祭
り

の
ご
馳
走
。
ま
る
で
神

不
在
の
祭
り
を
毎
日
楽
し
ん
で

い
る
か
の
よ
う
だ
」�

（
７
月
16
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
４
３
１
教
室
）�

　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
・
ス
ク
エ
ア
の

第
七
十
回
企
画
「
柳
澤
紀
子
展
」
併
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
「
美
術
に
で
き
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
九
月
十
七
日
、
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
で
開
か
れ
た
。�

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
美
術
家
で
武
蔵
野
美
術

大
学
教
授
の
柳
澤
さ
ん
と
、
俳
人
で
美
術
・

舞
台
芸
術
評
論
家
の
馬
場
駿
吉
さ
ん
、
前

検
事
総
長
で
弁
護
士
、
東
京
女
子
大
学
理

事
長
の
原
田
明
夫
さ
ん
の
三
人
。
柳
澤
さ

ん
は
人
の
「
か
ら
だ
」
を
重
要
な
モ
チ
ー

フ
と
し
て
、
今
ま
で
人
が
描
こ
う
と
し
な

か
っ
た
欠
落
し
た
身
体
・
不
自
由
な
身
体

を
表
現
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。�

　
元
名
古
屋
市
立
大
学
付
属
病
院
長
の
馬

場
さ
ん
は
自
ら
志
し
た
俳
句
と
の
親
近
性

か
ら
版
画
を
手
が
か
り
に
美
術
作
品
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
た
こ
と
、
原
田
さ
ん

は
美
術
の
も
っ
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

や
多
様
性
、
分
野
を
越
え
た
人
と
の
出
会

い
に
魅
せ
ら
れ
、
美
術
の
「
フ
ァ
ン
」
に

な
っ
た
経
緯
な
ど
を
語
っ
た
。�

　
情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学

科
の
三
年
生
を
中
心
と
し
た
八

人
の
グ
ル
ー
プ
「L*a*b*

（
エ

ル
・
エ
イ
・
ビ
ー
）
」
は
九
月

十
五
―
二
十
日
、
名
古
屋
市
栄

公
園
オ
ア
シ
ス
21
で
展
覧
会
を

開
い
た
。�

　
私
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

と
い
う
新
し
い
分
野
で
、
自
分

た
ち
の
表
現
し
た
い
も
の
を
探

求
し
て
い
る
。
展
覧
会
で
は「
色

彩
」を
共
通
テ
ー
マ
に
、
八
人

が
様
々
な
観
点
・
手
法
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
作
品
を
発
表
し

た
。
場
所
柄
、
普
段
ギ
ャ
ラ
リ

ー
や
美
術
館
に
足
を
運
ば
な
い
、

一
般
の
人
た
ち
に
多
数
観
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。�

　
初
め
て
の
展
覧
会
で
反
省
点

も
あ
る
が
、
次
の
発
表
に
向
け

て
研
鑽
し
た
い
と
思
う
。
（
メ

デ
ィ
ア
三
年
・L*a*b* 

代
表
・

安
積
亜
希
子
）�

入
試
セ
ン
タ
ー
入
試
広
報
課�

生
井
　
良
子�

（
な
ま
い
・
り
ょ
う
こ
）�

▼
南
山
大
学

▼
35
歳�

　
在
学
生
の
保
護
者
で
組
織

す
る
中
京
大
学
教
育
後
援
会

（
杉
野
邦
　
会
長
）
と
、
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
組
織
、
中
京
大

学
同
窓
会
（
土
方
清
会
長
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
会
が
五

月
二
十
日
、

名
古
屋
市
内

で
開
か
れ
、

〇
四
年
度
決

算
案
と
〇
五
年
度
予
算
案
を
審

議
し
、
と
も
に
全
会
一
致
で
承

認
し
た
。�

（
教
育
後
援
会
、
同
窓
会
の
〇

四
年
度
決
算
は
12
面
下
段
の
表

の
通
り
で
す
）�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
語
る
左
か
ら
馬
場

さ
ん
、原
田
さ
ん
、柳
澤
さ
ん�

メ
デ
ィ
ア
科
学
科
の
学
生
た

ち
が
栄
で
開
い
た
作
品
展�

前 国立民族学博物館長�

石毛  直道さ　�　ん�

食事と宗教�
～食物タブーを中心に～�

文化・芸術・教育シリーズ ●�36

教
育
後
援
会
、同
窓
会�

決
算
、予
算
案
を
承
認�

新
任
の
事
務
職
員�

┌
柳澤紀子展

┘
に寄せ�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

柳
澤
さ
　

　
ん

、馬
場
駿
吉 

元
名
古
屋
市
立

大
付
属
病
院
長�

原
田
明
夫 

前
検
事

総
　
長 
大
い
に
語
る�

Ｃ・スクエア企画�

９
月
１
日
付�

部
署
、氏
名
、学
歴
、年
齢�
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モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
世
界
水

泳
選
手
権
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
松
田
丈
志
選
手
（
体
育
三

年
）
が
、
八
月
の
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
大
会
（
ト
ル
コ
・
イ
ズ

ミ
ル
）
の
男
子
二
百
㍍
バ
タ
フ

ラ
イ
で
も
１
分
57
秒
55
で
銀
メ

ダ
ル
に
輝
い
た
。�

　
松
田
選
手
は
男
子
八
百
㍍
自

由
型
に
も
出
場
、
７
分
58
秒
82

で
三
位
に
入
り
、
銅
メ
ダ
ル
を

手
に
し
た
。�

　
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
の
本
学
女

子
チ
ー
ム
（
ノ
ー
テ
ィ
ー
キ
ッ

ズ
）
が
八
月
二
十
日
に
東
京･

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
場
で

行
わ
れ
た
第
十
六
回
全
日
本
学

生
選
手
権
に
優
勝
、
四
連
覇
を

果
た
し
た
。�

　
地
区
、
全
国
予
選
を
九
戦
九

勝
の
圧
倒
的
な
強
さ
で
全
国
大

会
に
進
出
し
た
チ
ー
ム
は
、
決

勝
で
日
本
体
育
大
学
を
12
―
５

で
破
り
、
栄
冠
を
手
に
し
た
。�

　
男
子
チ
ー
ム
（
フ
リ
ッ
パ
ー

ズ
）
も
準
優
勝
を
果
た
し
た
。�

　
女
子
、
男
子
と
も
続
く
社
会

人
チ
ー
ム
を
含
め
た
全
日
本
選

手
権
で
も
健
闘
、
予
選
を
突
破

し
、
十
月
二
十
九
、
三
十
日
に

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
に
進
出
し
た
。�

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
発
着
所
前
に
、
直
径
二

㍍
余
の
陶
製
地
球
儀
の
オ
ブ
ジ

ェ
「
風
の
球
体
」
が
完
成
し
、

九
月
二
十
日
、
除
幕
さ
れ
た
。�

　
愛
・
地
球
博
の
開
催
に
合
わ

せ
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
師

の
瀬
戸
の
陶
芸
家
寺
田
康
雄
さ

ん
を
中
心
に
、
国
内
外
の
陶
芸

家
や
画
家
ら
二
十
六
人
が
分
担

し
て
造
形
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
大
窯
で
焼
成
、
金
属
の
躯
体

に
張
っ
て
完
成
さ
せ
た
。
地
球

儀
に
は
各
作
家
の
思
い
が
込
め

ら
れ
、
ア
フ
リ
カ
に
は
大
き
な

太
陽
、
大
西
洋
に
は
静
か
に

寄
せ
る
波
が
描
か
れ
て
い
る
。�

　
発
案
し
た
梅
村
清
弘
総
長

も
、
作
家
の
一
人
と
し
て
北

極
部
分
を
担
当
し
た
。

寺
田
さ
ん
や
作
家
代

表
の
彫
刻
家
で
愛
知

教
育
大
学
教
授
宇
納

一
公
さ
ん
と
除
幕
し

た
梅
村
総
長
は
「
学
生
の
皆

さ
ん
に
平
和
を
愛
す
る
心
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ

て
ほ
し
い
、
と
の
思
い
で
設

置
し
ま
し
た
」
と
挨
拶
し
た
。�

　
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
・
ス
イ

ミ
ン
グ
界
の
次
代
を
担
う
選
手

た
ち
の
世
界
的
大
会
、
第
三
十

回
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン
（
七
月
・

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
）
で
、
木
村
真
野
、

紗
野
さ
ん
姉
妹（
い
ず
れ
も
体

育
一
年
）
が
大
活
躍
し
、
そ
れ

ぞ
れ
金
メ
ダ
ル
二
個
、
銀
メ
ダ

ル
一
個
を
獲
得
し
た
。�

　
真
野
、
紗
野

さ
ん
姉
妹（
双
子
）

は
、
四
歳
か
ら

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ズ
ド
・
ス
イ
ミ

ン
グ
を
始
め
、

〇
四
年
の
ジ
ュ

ニ
ア
世
界
選
手
権
で
は
日
本
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
銀
メ
ダ
ル

に
輝
い
た
。
〇
四
年
、
〇
五
年

と
二
年
連
続
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
指
定

強
化
選
手
に
選
ば
れ
て
お
り
、

若
手
の
ホ
ー
プ
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。�

　
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン
で
は
姉
妹

で
出
場
し
た
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
チ

ー
ム
の
フ
リ
ー
ル
ー
テ
ィ
ン
で

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
、
フ
リ
ー
ル
ー

テ
ィ
ン
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

準
優
勝
を
手
に
し
た
。�

　
二
人
は「
練
習
も
試
合
も
楽

し
い
。
表
現
力
な
ど
を
も
っ
と

磨
い
て
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
選
手
た
ち
と
戦
っ
て
い
き

た
い
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。�

◆�

　
木
村
真
野
、
紗
野
さ
ん
姉
妹

は
八
月
に
東
京
辰
巳
国
際
水
泳

場
で
開
か
れ
た
日
本
シ
ン
ク
ロ

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
０
５

で
も
活
躍
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
優

勝
し
た
ほ
か
、
チ
ー
ム
（
ザ
・

ク
ラ
ブ
ピ
ア
88
）
優
勝
に
も
貢

献
し
た
。�

　
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
・
ス
イ

ミ
ン
グ
の
松
村
亜
矢
子
選
手（
〇

四
年
経
営
卒
・
附
属
中
京
高
校

職
員
、
ザ
・
ク
ラ
ブ
ピ
ア
88
）

が
、
日
本
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
世
界
水
泳
選
手
権
（
七
月
・

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）
に
出
場
、

チ
ー
ム
と
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
二

種
目
で
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。�

　
松
村
選
手
は
愛

知
県
春
日
井
市
出

身
。
東
海
地
区
の
高
校
、
大
学

卒
業
者
の
日
本
チ
ー
ム
入
り
は

初
め
て
。
鵜
飼
美
保
コ
ー
チ
は

「
頑
張
り
屋
。
さ
ら
に
伸
び
る

選
手
」
と
期
待
し
て
い
る
。�

スイスオープンで活躍した木村真野（左）、
紗野（右）さん姉妹�

４連覇を達成した女子チーム�

「
風
の
球
体
」
を
除
幕
し
た
右
か
ら
宇

納
愛
知
教
育
大
学
教
授
、寺
田
さ
ん
、

梅
村
総
長�

松田選手�

松村選手�

と
も
に 

金 

メ
ダ
ル
２
、 

銀 

１�
木
村 

真
野

紗
野 

姉
妹  

が
大
活
躍�

（体育１）�

松
村
亜
矢
子
選
手（    

）も 

銀 

２�

経
営�卒�

二
百
㍍
バ
タ 

松
田
丈
志
選
手（     

）�

体
育
３�

男
子
も
準
優
勝�

国
内
外
の
陶
芸
家
ら
　
人�

学
内
の
大
窯
で
焼
成
、制
作�

26

豊田キャンパスに�
陶製地球儀「風の球体」�

女
子
が
　
連
覇�

4

全日本学生選手権�
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十
月
二
十
二
日
に
は
村
橋
泰

志
法
科
大
学
院
教
授
（
裁
判
員

制
度
に
つ
い
て
）
、
十
一
月
十

九
日
に
は
北
川
薫
体
育
学
部
長

（
中
高
年
の
た
め
の
体
力
づ
く

り
と
ウ
エ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

の
記
念
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。�

　
三
重
中
京
大
学
短
期
大
学
部

附
属
梅
村
幼
稚
園
の
開
園
四
十

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
七
月
三

日
、
松
阪
市
民
文
化
会
館
な
ど

で
行
わ
れ
た
。�

　
梅
村
幼
稚
園
は
一
九
六
五
年
、

当
時
の
松
阪
女
子
短
期
大
学
保

育
科
の
実
習
園
と
し
て
開
園
。

こ
れ
ま
で
に
約
三
千
人
の
卒
園

生
を
送
り
出
し
た
。�

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、
タ
レ
ン

ト
歌
手
・
井
上
あ
ず
み
さ
ん
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
幕

を
開
け
、
著
書
な
ど
で
子
育
て

に
つ
い
て
提
言
し
て
い
る
尺
八

奏
者
の
松
居
和
さ
ん
が
「
21
世

紀
の
子
育
て
〜
日
本
の
親
た
ち

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。
幕
間
に
は
、
梅
村

幼
稚
園
児
が
登
場
し
、
オ
ペ
レ

ッ
タ
や
演
奏
で
祝
い
の
ス
テ
ー

ジ
に
花
を
添
え
た
。�

　
松
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
祝
賀
会
に
は
、
梅
村
清
弘

総
長
・
理
事
長
や
卒
園
生
ら
百

四
十
人
が
出
席
。
四
十
年
の
歩

み
を
振
り
返
っ
た
。
席
上
、
梅

村
幼
稚
園
の
発
展
や
後
進
の
育

成
に
尽
く
し
た
初
代
園
長
の
梅

村
す
み
子
さ
ん
、
井
坂
と
く
さ

ん
、
小
柳
清
子
さ
ん
、
浦
口
興

子
さ
ん
の
四
人
の
歴
代
園
長
に
、

佐
伯
富
貴
・
短
期
大
学
部
学
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。�

　
三
重
中
京
大
学
（
短
期
大
学

部
を
含
む
）
と
三
重
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
は
五
月
十
七
日
、

相
互
協
力
協
定
を
結
ん
だ
。�

　
地
域
社
会
研
究
所
が
中
心
に

行
う
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
中
央
会
が
会
員
を
派
遣
し
た

り
、
加
盟
企
業
が
大
学
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入

れ
、
経
営
者
が
大
学
で
講
義

を
す
る
な
ど
の
連
携
を
図
る
。�

　
調
印
式
は
、
石
垣
英
一
・

三
重
県
農
水
商
工
部
長
の
立

会
い
で
行
わ
れ
、
中
央
会
の

廣
瀬
哲
司
会
長
と
、
佐
伯
富

樹
学
長
が
協
定
書
に
調
印
し

た
。
協
定
締
結
は
、
松
阪
市
、

松
阪
商
工
会
議
所
、
第
三
銀

行
、
百
五
銀
行
、
三
重
県
中

小
企
業
家
同
友
会
に
続
い
て
六

件
目
。�

　
三
重
中
京
大
学
短
期
大
学
部

食
物
栄
養
学
科
の
公
開
講
演
会

が
七
月
二
日
、
松
阪
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
、
中
京
大
学
の
湯

浅
景
元
体
育
学
部
教
授
が
「
栄

養
を
生
か
す
た
め
の
運
動
」と

題
し
て
、
健
康
を
促
進
す
る
運

動
を
指
導
し
た
。�

　
湯
浅
教
授
は
、「
食
事
を
と

ら
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
危
険
」

「
中
高
年
は
小
太
り
ぐ
ら
い
が

良
い
」
な
ど
と
、
最
近
の
誤
っ

た
健
康
づ
く
り
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
栄
養
と
運
動
と
休
養
は
健

康
づ
く
り
の
不
可
欠
な
サ
イ
ク

ル
だ
と
話
し
た
。�

　
高
橋
尚
子
選

手
（
マ
ラ
ソ
ン
）

や
デ
ビ
ッ
ド
・

ベ
ッ
カ
ム
選
手

（
サ
ッ
カ
ー
）、イ
ワ
ン
・
ソ
ー

プ
選
手
（
水
泳
）、室
伏
広
治
選

手
（
陸
上
）
ら
一
流
選
手
の
強

さ
の
秘
け
つ
を
例
に
し
た
分
か

り
や
す
い
講
演
に
、
二
百
人
の

学
生
や
地
域
住
民
ら
は
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
た
。�

　
ま
た
、
湯
浅
教
授
が
考
案
し

た
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
で
も
出
来
る
運
動
の
実
技
指

導
も
行
わ
れ
た
。�

　
今
年
四
月
に
校
名
を
変
更
し

た
三
重
中
京
大
学
・
三
重
中
京

大
学
短
期
大
学
部
の
誕
生
記
念

講
演
会
が
、
六
月
十
八
日
と
二

十
五
日
、
松
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
、
中
京
大
学
の
水
谷
研

治
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン（
Ｂ
Ｉ
）研
究
科
長
と
日
比
英

一
文
学
部
客
員
教
授
が
講
演
し

た
。�

　
記
念
講
演
会
は
、
改
革
の
柱

の
ひ
と
つ
に
置
く
中
京
大
学
　

　
と
の
連
携
強
化
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
中
京
大
学
の
教
員

を
講
師
に
今
年
と
来
年
、
随
時

開
く
。�

　
十
八
日
は
、水
谷
教
授
が「
日

本
経
済
の
ゆ
く
え
」
と
題
し
て

講
演
。
日
本
経
済
の
厳
し
い
現

状
を
説
明
し
な
が
ら
、「
国
の
赤

字
は
私
た
ち
の
も
の
。
自
分
の

生
活
は
自
分
で
守
る
姿
勢
が
大

切
」
な
ど
と
訴
え
た
。�

　
二
十
五
日
の
日
比
教
授
は
、

「
こ
と
ば
と
人
間
関
係
」と
題
し

て
登
壇
。「
言
葉
と
は
心
で
す
か

ら
心
を
豊
か
に
し
て

く
だ
さ
い
」と
、ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
時
代
の
体

験
談
に
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
持
論
を

説
い
た
。
両
講
演
会

と
も
、
地
域
住
民
ら

百
二
十
人
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。�

こ
の
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
三
重
中
京
大
学（
　
０
５
９
８
―
２
９
―
１
１
２
２
）へ�

感謝状を贈られる井坂さん。後列右から
小柳さん、浦口さん、梅村総長・理事長（梅
村すみ子さんの代理）�

協
定
書
を
交
わ
し
た
廣
瀬
会
長

（
左
）と
佐
伯
学
長（
右
）。
中
央

は
立
会
い
の
石
垣
・
三
重
県
農

水
商
工
部
長�

湯
浅
教
授�

水
谷
教
授�

日
比
客
員
教
授�

三重中京�の誕生を記念�

中京大教員陣が�
次々連携の講演�

地
元
住
民
が
熱
心
に
聴
講�

水

谷

研

治�
Ｂ
Ｉ
研
究
科
長�

日

比

英
一�

文
学
部
員客
教
授�

年
内
に
二
講
演�

テ
ー
マ
幅
広
く�

湯
浅
景
元 

体
育
学
部
教
授
は�

短
大
部
の
公
開
講
演
会
に�

三重県中小企業団体
中央会と相互協力協定�

6件目の締結�

短
期
大
学
部
附
属
梅
村
幼
稚
園�

コ
ン
サ
ー
ト
や
記
念
の
講
演�

　
周
年
を
盛
大
に
祝
う�
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建
物
の
床
面
積
は
、
五
号
館

が
一
、
四
〇
〇
平
方
㍍
か
ら
三
、

二
五
一
平
方
㍍
に
、
六
号
館
が

二
、
四
一
一
平
方
㍍
か
ら
四
、

一
一
二
平
方
㍍
に
大
幅
に
増
え

る
。
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教

室
数
は
四
号
館
（
一
〜
三
階
を

耐
震
工
事
と
と
も
に
改
造
）、

二
号
館
（
耐
震
改
造
）
の
改
造

を
合
わ
せ
、
現
在
の
八
十
五
教

室
（
大
教
室
四
、
中
教
室
十
七
、

小
教
室
三
十
八
、
ゼ
ミ
教
室
二

十
六
）
が
百
二
教
室
（
大
教
室

五
、
中
教
室
二
十
五
、
小
教
室

三
十
五
、
ゼ
ミ
教
室
三
十
七
）

に
増
え
る
。�

　
教
務
課
（
現
四
号
館
）
は
六

号
館
に
、
学
生
課
（
同
）
は
五

号
館
に
移
り
、
現
在
の
二
〜
三

倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
、

学
生
の
応
対
、
事
務
に
あ
た
る
。

四
号
館
に
残
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
教
務
課
な
ど
が
移
転

し
て
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
、
資

料
閲
覧
、
検
索
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
移
し
て
、
学
生
が
気

軽
に
訪
れ
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
。�

　
ま
た
、
入
試
セ
ン
タ
ー
（
現

五
号
館
）
は
十
四
号
館
に
移
り
、

四
号
館
に
は
新
た
に
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
の
作
陶
室
、
非
常
勤

講
師
控
室
な
ど
も
設
け
る
。�

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
し

い
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
「
ア
レ
ー
ナ

２
１
１
」
が
完
成
し
、
秋
学
期

開
講
日
の
九
月
二
十
日
、
オ
ー

プ
ン
し
た
。�

　
全
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
耐
震

化
工
事
が
進
む
二
号
館
一
階
の

旧
二
一
一
教
室
跡
を
全
面
改
装

し
て
完
成
、
広
さ
七
〇
四
平
方

㍍
の
ゆ
っ
た
り
し
た
板
敷
き
フ

ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
・
段

状
ベ
ン
チ
二
百
余
を
配
置
し
て

い
る
。
音
楽
の
演
奏
な
ど
が
で

き
る
ス
テ
ー
ジ
も
設
け
、
音
響

機
器
な
ど
を
備
え
て
い
る
。�

　
ア
レ
ー
ナ（arena

）は
イ
タ

リ
ア
語
で
円
形
劇
場
の
意
。
中

央
部
分
の
フ
ロ
ア
を
円
形
状
に

下
げ
て
、
立
体
的
に
変
化
を
も

た
せ
た
デ
ザ
イ
ン
か
ら
命
名
し

た
。
ラ
ウ
ン
ジ
前
の
玄
関
ホ
ー

ル
も
明
る
く
改

装
し
、
学
生
た

ち
が
講
義
の
空
き
時
間
や
昼
休

み
な
ど
に
気
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。�

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

ラ
ウ
ン
ジ
は
、
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

横
の
「
ガ
レ
リ
ア
」
に
次
い
で

二
つ
目
。
教
室
の
新
設
や
改
造

な
ど
を
含
む
二
号
館
全
体
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
完
成
は
二
〇
〇
七

年
四
月
の
予
定
。�

　
ア
レ
ー
ナ
の
開
館
時
間
は
、

休
憩
や
自
習
場
所
と
し
て
の
利

用
が
平
日
午
前
八
時
―
午
後
六

時
（
土
曜
は
午
後
零
時
半
）
。

以
後
八
時
（
土
曜
は
六
時
）
ま

で
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
練
習

な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。�

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
五

号
館
と
六
号
館
の
建
て
替
え
を

中
心
と
し
た
大
規
模
な
改
築
・

改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
。�

　
第
一
期
工
事
で
五
号
館
、
第

二
期
工
事
で
六
号
館
（
〇
八
年

四
月
完
成
予
定
）を
改
築
す
る
。

併
せ
て
、
四
号
館
や
十
四
号
館

の
部
分
改
造
を
行
い
、
教
室
数

を
大
幅
に
増
や
す
一
方
、
教
学

部
教
務
課
や
学
生
課
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
学
生
窓
口

部
門
の
事
務
室
・
ロ
ビ
ー
を
一

新
し
、
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
。�

　
五
号
館
、
六
号
館
の
改

築
は
、
建
物
が
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
西
側
に
あ
る
た
め
、「
Ｃ

ウ
エ
ス
ト
新
築
工
事
」
と

名
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
四
階

建
て
、
六
階
建
て
の
建
物

を
解
体
し
て
八
階
建
て
に
統
一

し
、
一
体
化
さ
せ
る
。
ま
た
、

隣
接
す
る
同
じ
八
階
建
て
の
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
と
三
階
部
分
で
渡

り
廊
下
で
結
び
、
ア
ー
チ
型
外

壁
の
外
観
も
同
じ
に
し
て
景
観

に
配
慮
す
る
。�

クラブやサークルの課外活動にも利用
できる広々とした「アレーナ２１１」�

完
成
イ
メ
ー
ジ
図
＝
㊤
山
手
通

り
方
面
か
ら（
左
側
後
方
が
新

館
）㊧
４
号
館
側
か
ら（
左
が
６

号
館
、右
が
５
号
館
）�

9月20日オープンしました�

完成�

教
室
、大
幅
に
増
や
す�

学
生
窓
口
も
一
新�

椅
子
・
段
状
ベ
ン
チ
二
百
席�

演
奏
用
ス
テ
ー
ジ
も
完
備�

気�

軽�

に�

利�

用�

し�

よ�

う�

Cウエスト�5号館� Cウエスト�6号館� センタービル�

全館完成�
08年4月�
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